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イタリアが他の列強よりも進んでいるのは美術である。各国からわざわざイタリアに美術を習いに来るくらいだから、貴国もわが国
から教師を一雇って欲しい、というのがイタリア公使の主張だった。当時、工部省には製作局、陸海軍にも製図課というのがあったが、
それまでの日本絵画では実用に役立たず、線一本引くにも困った。
（２） 
かくして明治九年（一八七六）十一月六日、工部美術学校（のち工部大学附属美術学校と改称、明治十六年一月廃校）が創設され、
（３） 
画学と彫刻の一一科を置いた。そしてイタリアから、一一一年契約（月額三百円）で一一一名の教師が招聰された。
（１） 
一雇ってほしい１といった。
人を一雇用した。
一雇い入れた主なる国々は、イギリス、アメリカ、ドイツ、フランスなどの列強であったが、イタリアはその中に入っていなかった。
明治八年（一八七五）ごろ、イタリア公使アレッサンドロⅡフェどの印の目ｓｏ因のは工部卿の伊藤博文と会った折、自国からも教師を
明治維新後、わが国は近代化の範を欧米にもとめ、どの分野においても西洋人を雇い入れた。かれらは、いわゆる”お一雇い“と称せ
られた人々である。海軍はイギリス、陸軍はフランス（のちドイツに変わる）から、それぞれ教官を雇った。各省や大学も同様に欧米
馬の彫刻
家
（絵画）アントニオ・フォンタネージ少貝○日○句○日目。の）（］巴②～笛）
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234（１） 
かれは来日のさいに、ギリシャ、イタリア、フランスの彫刻や石膏像、動物・花鳥・人物・風景などの写真、石版、銅版画、書物な
ど
の
外
、
油
絵
や
水
彩
画
の
画
材
ま
で
も
っ
て
き
た
。
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
美
術
解
剖
学
の
図
譜
な
ど
も
携
帯
品
の
な
か
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
は
、
講
義
す
る
と
き
主
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
用
い
、
そ
れ
を
通
訳
が
日
本
語
に
訳
し
た
。
か
れ
は
画
家
の
目
的
に
つ
い
て
、
１
画
学
家
ノ
目
的
ハ
何
ゾ
．
天
然
物
、
人
造
物
ヲ
模
写
ス
ル
ー
ー
ア
リ
．
…
…
と
述
べ
た
あ
と
、
実
技
を
み
が
く
前
に
、
幾
何
学
・
遠
近
法
・
解
剖
学
の
研
究
が
必
要
な
こ
と
を
説
い
た
。
し
い
・ はじめ”美術学校〃という名が発表されたとき、世間では何をする所かわからなかったらしい。当時、校舎がまだ完成していなかっ
た
の
で
、
虎
の
門
の
工
部
省
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
鉱
山
寮
を
改
築
し
て
学
校
に
あ
て
た
が
、
の
ち
洋
式
の
り
っ
ぱ
な
建
物
が
完
成
し
た
。
最初に来日したのはフォンタネージである。来朝の正確な日時については定かでないが、明治九年の八月または九月のことであるら
フォンタネージは、解剖学の必要性を説いたことはたしかであるが、それについて講義することはなかったかと思える。
ま
た
又論理上二於テ、如何ナル名家ナルモ筆ヲ取ルコトナクンバ、画家卜称スル能ハズ。故二真ノ画家タラント欲セバ、筆ヲ取ラザル前二、
ジ
リ
ノ
ト
リ
プ
ロ
ス
ペ
ク
ザ
ー
プ
丁
サ
ト
：
イ
（１） 
幾
何
学
、
遠
近
法
、
解
剖
学
ノ
ー
二
者
ヲ
研
究
セ
ザ
ル
可
カ
ラ
ズ
し
か
し
て
の
は
じ
’
一
鮒
一
家
ヲ
猫
カ
ン
ト
欲
セ
バ
、
光
ソ
其
形
ヲ
知
り
、
其
色
ヲ
知
り
、
又
其
光
線
／
法
ヲ
知
シ
予
而
後
予
、
顧
爾
メ
デ
ナ
ル
．
故
二
論
理
竈
ノ
ー
科
ナ
ク
シ
テ
む
ず
か
こ
こ
ｂ
 
た
だ
お
の
名家タルコト難シ・今鐙二名家卜称スルー画家アリ、此人若シ論理ヲ学バズロ〈己レノ耐忍カニョリテ実地上ノミ勉強セル者ナラバ必ズ其
べ
画
中
目
然
二
違
う
所
ア
ル
可
シ
。
（建築）
（彫刻）
ジョパン一一・ヴィンッェンッォ・カペレッティ○一○『四二日『旨８口目○四℃己の］］の言（？～］患『？）
ヴィンッェンッォ・ラグーザくご８息。”凹陀巨囲（］函と～〕冨司）
（２）２３３ 
馬の彫刻家後藤貞行と解剖学
明治十八年Ｃ八八五）十一月、文部省専門普通両学務局の図画教育調査会は、「図画取調掛」を設け、美術学校設立の準備をはじ
め
た
。
こ
の
と
き
委
員
に
な
っ
た
の
は
、
当時、工部美術学校において彫刻を学んだ菊地鋳太郎の回想記によると、生徒は午前九時から午後九時まで、日に九時間も授業や習
練にはげんだという。
、
、
、
ジョヴァンーーは、彫刻学教師のラグーザと同じように解剖学を重視－）、明治十四年（一八八一）一月から、東京大学医学部の准講師。
（区Ｊ）
玉越囲〈平を工部美術学校に招き、一週に一一回、彫刻や絵画に必要な生理解剖学を学ばせることにした。
そのためじっさい猿を解剖したり、また東京大学の医学部を生徒とともに剖見のために訪れたりして、人体について研究させた。
美術上、実地に解剖学を学ぶことによって、人体の構造・骨格・筋肉などについて会得させようとしたことは、絶えてなかったこと
来日し、ついで明治１
画学教師に就任した。
美
術
上
、
実
地
に
解
剖
学
を
学
ぶ
こ
と
』（６） 
でフォンタ、ネージ時代にはなかった。
東
京
美
術
学
校
の
開
校
と
美
術
解
剖
学
前述の一一一名のイタリア人教師につづいて、フェレッティ（同のロの昌）がフォンタネージの後任として明治十一年（’八七八）十月に
曰し、ついで明治十三年（’八八○）二月二日、アッキレ・サン・ジョヴァンニ缶ＣＣ己のの冒臼。ご四目一（生没年不詳）が来朝し、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
吾等は朝九時より午後四時迄は、実技の練習・製図・解剖（これは医科大学の玉越興平氏が出張された）等を習って、夜七時から九時迄がデ
ッサンの時間であった（「工部美術学校時代」『美術旬報』第一五六号所収）。
注・傍点は引用者による。
232（３） 
（皿）
第一一年時に履修させる｝」とにしていた。
お
よ
び
美術解剖は、「人体及動物ノ筋肉骨格等美術二関する解剖ノ大喜ヲ講授ス」Ｌ」、『東京美術学校一覧率蠅糯附醒》幼朋』にあるが、この
科
目
が
じ
っ
さ
い
教
え
ら
れ
た
の
は
、
開
校
し
た
翌
年
の
明
治
二
十
三
年
か
ら
で
あ
る
。
この科目を、図画取調掛であったフェノロサや岡倉天心は重要視し、カリキュラム原案をつくる段階から、農跨目（○日『葛を絵画科の
カリキュラムについていえば、普通科の一、二年間は、毎週三十一時間の授業があり、専修科の絵画科・彫刻科・図案科（美術工芸
（８） 
科）などの各学生は、週に一一一十四時間授業を課せられた。修学年数は五ヵ年であり、一一ヵ年間は普通科に、一一一ヵ年を専修科（本科）に
（９） 
あてた。学校長には岡倉覚一二（天心）が就任した。
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
九
月
十
（７） 
ずして、明治二十年（一八八七）十月四日、「東京美術学校」
天
心
は
同
校
の
幹
事
に
任
命
さ
れ
た
。
二
年
後
の
明
治
二
十
二
年
（
を開始した（「沿革署」『東京美術学校一覧難“罷鮒座癖仇瞥）。
ら四名であった。
開
校
当
初
の
入
試
科
目
は
、
読
書
であり、五、六十名が入学した。
天
心
の
著
作
の
中
に
も
”
解
剖
“
の
語
が
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
に
引
く
文
章
に
み
ら
れ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
フェノロサ（両日のの（句・可のごｏ一一・の四・一八五三～一
岡
倉
天
心
（
一
八
六
二
～
一
九
一
三
、
文
部
省
の
委
員
‐
低
う
郡
い
狩
野
芳
崖
（
一
八
一
一
八
～
八
八
、
明
治
期
の
日
本
画
家
）
と
も
の
ぷ
狩野友信（一八四一一一～一九一一一、明治期の画家、
（国語のことか）及作文・算術・日本史・臨画（手本をみて絵を画くこと）・図案または彫刻模型など
一八五三～一九○八、東大の哲学・政治学教師）
文部省の委員として古美術の保護、美術の普及などに努めた。美術教育調査官、のち東京美術学校校長）
の
ち
東
京
美
術
学
校
教
授
）
九月十一日、美術取調委員として約九ヵ月欧米に出張したが、天心の帰国を侍た
川学校」設置の勅令は公布された。
二年（一八八九）二月一日、東京美術学校は上野の杜に開校し、この日から授業
（４）２３１ 
馬の彫刻家後藤貞行と解剖学
二
八
九
六
）
九
月
に
「
西
洋
画
科
」
が
新
設
さ
れ
て
か（Ｍ） 
鋳金科は第一年次で履修する｝」とに改められた。
『東京美術学校一覧』に、”美術解剖“の担当教員の名前が出てくるのは、明治二十五年（’八九三）からである。森林太郎（鴎外）
が
そ
の
人
で
あ
る
。
が
、
じ
っ
は
か
れ
よ
り
も
以
前
に
、
こ
の
科
目
を
担
当
し
た
者
が
い
た
。
さ
だ
ゆ
き
馬の彫刻家で知られる後藤貞行（一八四九～七一ハ）である。
と
く
に
弓
国
華
』
発
刊
ノ
辞
」
に
お
い
て
天
心
は
、
日
本
の
画
家
は
優
秀
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
進
歩
す
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
解
剖
学
や
遠
近
法
を
用
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
わ
が
国
の
絵
画
を
そ
こ
な
う
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
。
美
術
解
剖
学
は
、
明
治
二
十
五
年
二
八
九
二
）
の
規
則
改
正
以
後
は
、
彫
金
科
・
鋳
金
科
・
蒔
絵
科
の
一
年
生
に
も
課
せ
ら
れ
、
つ
い
で
同
二
十
九
年
（一八九六）九月に「西洋画科」が新設されてからは、西洋画科と彫刻科は、第一、二年で、日本画科は第三年で、彫金科、鍛金科、
お
し
ま
た
し
か
、
、
、
、
顧フニ浮世絵ノ如キー至リテモ、亦歴史画卜大二趣ニヲ同クスルモノァルヘシ。而シテ解剖骨格ハ普通ノ定形（きまった型ｌ引用者）、遠近
こ
れ
（凶）
高
低
ハ
自
然
ノ
大
理
ナ
リ
。
之
ヲ
応
用
ス
ル
モ
決
シ
テ
日
本
絵
画
ノ
特
質
ヲ
害
ス
ル
ノ
理
ナ
シ
。
注・傍点は引用者による。
、
、
然るに文学、医術、解剖及び幾何学等の発展と辻〈に遠近画法研究され、陰影法等を用ゆるに至デ（》（「泰世美術史
、
、
（、）
恩ふに此の派にして、今一層解剖彩色等を研究せられたらんには、進歩一層なるべし（「明治一二十年間の美術界」）
＊ 
注・傍点は引用者による。
（蛆）
近世」）
230（５） 
後藤の次男・良（’八八二～一九五七、木彫家、帝展審査員）は、その回顧録（亀谷了編『鑪仁王尊の出来るまでｌ後藤良回顧
録
』
青
蛙
房
、
昭
和
胡
・
４
）
に
お
い
て
、
父
貞
行
が
解
剖
学
を
講
義
す
る
こ
と
に
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
て
い
る
。
とある。
日本における美術解剖学の授業は、明治十三年（一八八○）ごろすでに美術家の本多錦吉郎によって、画塾「彰技堂」において行な
われ、ついで翌十四年二八八一）に工部美術学校において、東大医学部の準講師・玉越興平を招いて解剖学を講じさせた。
そ
の
後
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
二
月
に
東
京
美
術
学
校
が
開
校
す
る
の
だ
が
、
開
校
当
初
、
だ
れ
が
こ
の
科
目
を
担
当
し
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い。おそらく担当者は、後藤貞行であったかと思える。明治二十三年（一八九○）校長天心より楠公の乗馬銅像の原型をつくって欲し
（応）
い
、
と
の
依
頼
を
高
村
光
雲
を
通
じ
て
》
つ
け
た
の
は
後
藤
貞
行
で
あ
っ
た
。
『東京美術学校一覧率蠅罷附嘩奪い期』（貴重書）の三十四ページに、
雇
教
員
彫
刻
後
藤
貞
行
和
歌
山
父はみずからもこれを実践したのでありまして、獣医学校より貰いうけた馬の足や、皮をはいだ頭の骨を寒天で形をとり、石膏にしたので、
（脳）
家
中
が
く
さ
く
て
困
っ
た
な
ど
と
母
が
申
し
て
お
り
ま
し
た
。
馬
の
骨
格
な
ど
長
持
の
中
に
一
揃
い
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ました。しかし池
し
た
と
い
い
ま
す
。
父
貞
行
が
、
美
校
で
解
剖
学
を
講
じ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
明
治
二
十
四
年
こ
ろ
の
美
校
の
教
授
会
で
は
、
解
剖
学
を
勢
十四年ころの美校の教授会では、解剖学を講じることは、当時の巨匠等の間では必ずしも全幅の賛成を得られなかったと父は語ってい
しかし光雲先生の強いすすめもあって、ついに実現したのでありました。父は自分で骨、筋肉等の図を石版で刷り、生徒にわけて講義
（６）２２９ 
馬の彫刻家後藤貞行と解剖学
森
は
の
ち
「
美
学
及
美
術
史
」
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
任
が
後
述
の
久
米
桂
一
郎
で
あ
る
。
ところで東京美術学校ではじめて芸術家による解剖学の講義を担当した後藤貞行とは、どのような人物だったのであろうか。
後藤が東京美術学校とのかかわりをもつに至った経緯は、つぎのようなものである。大阪の住友家の依頼で、美校は楠公像の製作を
べ
っ
し
引きうけ、その主任となったのは高村光雲であった。住友家は別子（愛媛県東部）に銅山をもっており、その一一百年祭の祝賀のために、
（旧）
銅
を
用
い
て
何
か
記
念
品
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
宮
内
省
に
献
納
す
る
一
」
と
に
な
っ
た
。
後藤の後任は、森林太郎（鴎外）（一八六二～一九一一二、明治・大正期の軍医、文学者）であり、同人はつぎの期間、「美術解剖」を
担当した。
こ・つ’し
貞
行
を
も
っ
て
囑
矢
と
す
る
。
、
（Ⅳ） 
体に関する４℃ののみであったという。
後
藤
が
「
美
術
解
剖
」
を
担
当
し
た
の
］
ぎない。
高村光雲（一八五二～’九一一一四、明治・大正期の彫刻家）は、教授会内の否定的な意見をおさえて解剖学の授業を実現すべく尽力し
、
た
の
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
後
藤
貞
行
は
、
美
術
解
剖
学
の
講
義
を
お
こ
な
う
の
で
あ
る
が
、
彫
刻
科
第
一
期
で
あ
っ
た
井
雨
山
の
回
想
に
よ
る
と
、
授
業
は
馬
この文章によると、美校の開校当捕
も
否
定
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
回
目
…
…
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
二
月
～
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
九
月
第
二
回
目
…
…
明
治
二
十
九
年
（
’
八
九
六
）
三
月
～
明
治
三
十
年
（
’
八
九
七
）
九
月
そ
れ
ま
で
官
立
の
学
校
に
お
い
て
、
解
剖
学
の
授
業
を
お
こ
な
っ
た
の
は
医
学
者
で
あ
っ
た
が
、
芸
術
家
に
よ
る
講
義
は
、
馬
専
門
の
彫
刻
家
で
あ
る
後
藤
を担当したのは、
美
校
の
開
校
当
初
、
学
内
の
教
員
サ
イ
ド
に
は
美
術
解
剖
学
に
た
い
す
る
一
般
的
認
識
が
低
く
、
そ
れ
に
つ
い
て
講
義
す
る
こ
と
に
明治二十三年（一八八九）年度と明治二十八年（一八九五）七月からのわずか二ヵ年ほどにす
228（７） 
や
と
（
旧
）
ｌ
で
は
、
早
速
、
そ
の
後
藤
と
い
う
人
を
雇
い
ま
し
ょ
う
．
高村光雲はその製作方の主任を命じられたとき、馬のことを専門的に研究しておらず、この仕事をやりとげることに不安を抱いた。
が、親友に後藤という馬専門の彫刻家がいた。高村は後藤の人となりや同人の馬についての造けいの深さを熟知していたので、岡倉校
長に同人を採用してほしいといった。
‐
Ｉ
い
か
に
も
ご
も
つ
と
も
。
といい、
後藤貞行は、幼名を隼太郎といった。嘉永二年（’八四九）十一一月一一十三日、箱根の関所ちかく（海草郡浜中村小原）にあった紀州
藩の「御七里役宅」において、和歌山藩士・後藤又市の二男として生まれた（驫釧芸術家小伝』国書刊行会、昭和印・２）。
（別）えさてい
御七里役宅というのは、江戸と本国とをむすぶ藩の駅逓のようなものであり、東海道の要所、七里ごとに置かれていた。
て
い
で
ん
一」の公舎では、江戸と紀州との書面の往復や人馬の逓伝（伝え送ること）に関する事務をあつかっていた。父の又市は、のち駿河国
土
り
こ
の鞠子（静岡市西部の旧宿場）の宿に転じた。当時、阿倍川に巣喰う人足どもをおさえるのがむずかしく、又市なら制御できると判断
と、承諾した。岡倉天心という人は、じっに物わかりのよい方であり、物事のぜひの判断がはやく、心地よく人のことばを容れたとい
後藤は鞠子で幼少年時代を送った。安政五年（一八五八）六月、本国和歌山の「藩立学問所」に入り、漢学と習字を二ヵ年間ならい、
万延元年（一八六○）三月より、武芸所において剣術・弓術・馬術などをさらに二年ほど学んだ。
文久二年（一八六二）、ときに貞行十四歳は、勘定奉行斎藤桜門のもとに武家奉公にやられ、そこで武術や学問を教わった。斎藤氏
（別）
は行政手腕に長じた明識達腕の士であったらしく、のち家老職についた。
慶応二年（一八六六）八月、本藩より騎兵術修行を命ぜられ、同年十一月江戸におもむくと、神田橋外にあった幕府の騎兵所に入所
う（高村光雲『幕末維新懐古談』）。
こ
の
公
舎
で
は
、
江
戸
と
紀
州
と
の
》
ま
り
こ
の鞠子（静岡市西部の旧宿場）の』
され、転勤を命じられたのである。
岡倉は、
（８）２２７ 
馬の彫刻家後藤貞行と解剖学
後藤は明治元年（一八六八）まで、騎兵所で調練をうけたから、デンャルムの馬体解剖の講義をうけたはずである。このフランス士
官
は
、
素
人
画
も
描
い
た
の
で
、
後
藤
は
そ
の
感
化
を
う
け
油
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
。
明治元年（’八六八）三月、後藤は和歌山にもどると、騎兵伍長兼ラッパ手となった。また同年、藩命により伊勢松阪におもむいた
（邪）
折、伊勢神宮を参拝し、神馬を写生したが、これは動物を写生したはじめての経験であった。
明治四年（一八七一）廃藩置県が実施されると、東京に永住するつもりで単身上京し、知野良悦について英学をまなび、さらに三田
（汎）
の慶応義塾に通ったようだが、思うようにならず、父が暮らす鞠子におもむき、そこで一二ヵ年すごした。この間に旅篭屋池田屋源八の
娘を要った。またフランスから幕府に贈られた馬匹をあつめて愛鷹山麓で牧場を経営しようと図ったが実現しなかった。
馬
の
運
動
器
の
主
な
る
も
の
は
、
骨
・
靭
帯
・
筋
愈
剖
図
を
見
せ
な
が
ら
解
説
し
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
した。同三年幕府は、陸軍を再編制するためにフランスから軍事顧問団を招き、三兵の訓練を幕兵や親藩の兵たちに指導させていた。
教官の中に、オーギュスタン・マリ・レオン・デシャルムシ漏巨、（旨二四『〕の尿・コワの②：貰曰のの（」＄』～」①］の）という名の騎兵中
尉
が
い
た
。
同
人
は
実
地
訓
練
の
合
い
間
に
、
馬
体
に
つ
い
て
の
解
剖
学
的
な
講
義
を
お
こ
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
佐渡奉行下役・益田孝義の子益田孝（一八四八～’九三八、明治・大正期の実業家、のち三井財閥の基礎をつくる）は、慶応元年騎
兵
を
志
願
し
て
幕
府
の
騎
兵
所
に
入
る
の
だ
が
、
こ
の
デ
シ
ャ
ル
ム
の
講
義
を
聴
い
た
と
語
っ
て
い
る
。
マ
マ
騎兵の教官はデシャルムという大尉で、もう一人何とかいう少尉がおった。最初は馬の解剖学をやる。ここの神経が｝」うなっているから、こ
こをこうやると馬はこうするというようなことから説明して、騎兵将校に必要な学習実習を熱心にやったものである。
少尉は馬の口から綱を二本付けて繋いで、それに我々を乗らせて、鞭で馬をピシンピシン叩く。馬は跳ねる。こうして落ちない稽古をさせた。
フランス語で号令を掛けた。講義もフランス語で聴いた（長井実編『自叙益田孝翁伝』）。
（躯）
骨・靭帯・筋・腱などであるが、デシャルムはじっさい馬を解いて説明した４ものか、それとも馬体の解
226（９） 
返
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。
明治九年（’八七六）デシャルムは、任期をおえて帰国するとき、所蔵する洋画材料のすべてを後藤に贈与した。
絵画の独学をつづけるうちに、同年三月後藤は陸軍戸山学校の画学の教官となり、明治十三年（’八八○）一一一月までその職にあった。
明治九年八月、後藤は馬医生の小沢温吉から馬体の解剖学を学び、陸軍の戸山学校から軍馬局に移ってからも、馬の外貌や相馬学な
（銘）
どの研究をおこなった。また地方に出張したときは、地一工の馬喰連中などからも馬について話を聞き、研鑓をおこたらなかった。かれ
は馬の絵を画くやら解剖にも没頭するのだが、後者は常軌を逸しており、自宅においても行なったのである。後年、後藤は当時をふり
のち、同年一
をみがいた。
該l鰯
艇同年六月、イギリス帰りの土佐人・国沢新九郎の「彰技堂」に入り洋画を学び、のち同塾の引き継いだ本多錦吉郎と交遊して技
llH1imiiiH蕊蕊:HLLTH
後藤貞行が描いた馬のスケッチ
(『中央美術』第22号，昭和15.5)より
明治七年（一八七四）四月、後藤は妻をのこし上京すると、霞見山亭について漢学などを学ぶ
の
だ
が
、
学
費
が
つ
づ
か
ず
、
同
年
七
月
陸
軍
教
導
団
に
入
り
、
騎
兵
が
設
置
さ
れ
た
と
き
軍
曹
に
任
じ
ら
れ
た
。
九月騎兵第一大隊において旧師のデシャルム（当時、騎兵少佐、維新後再来日した）と再会し、
（妬）
同
人
か
壽
ｂ
は
じ
め
て
「
洋
学
（
西
洋
画
）
ヲ
学
」
ん
だ
の
で
あ
る
。
騎兵軍曹として厩掛を命じられた後藤は、その後いっそう馬と離れることができなくなり、暇
（妬）
さ
え
あ
れ
ば
馬
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
と
き
じ
ぶ
ん
が
描
い
た
馬
の
絵
が
デ
シ
ャ
ル
ム
の
目
に
と
ま
り
、
官
宅
に
来
る
よ
う
に
い
わ
れ
た
。
営所においては、学科以外のことをやってはならず、ましてや馬の絵など描けば叱責をうける
に
ち
が
い
な
い
と
、
内
心
び
く
び
く
し
な
が
ら
デ
シ
ャ
ル
ム
の
も
と
に
出
頭
す
る
と
、
軍
隊
生
活
を
や
め
て
写
生
（”） 
画を研究するよう勧め菫われた。
明治八年（一八七五）三月、後藤は陸軍教導団教官・近藤正純について図学・画学をまなんだ
(１０）２２５ 
馬の彫刻家後藤貞行と解剖学
石版画の研究は、なかなか困難だった。昼間は公務があり、帰宅してからは夜業がつづいた。妻も赤子を背中におんぶして手伝う、
と
い
っ
た
日
ば
か
り
が
つ
づ
い
た
。
や
が
て
苦
労
が
つ
い
に
実
っ
て
、
石
版
術
に
成
功
し
た
。
最
初
に
作
っ
た
石
版
画
は
、
楠
公
父
子
の
訣
別
図
・
木
戸
孝
允
像
・
観
兵
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
図
・
ア
メ
リ
カ
の
グ
ラ
ン
ト
将
軍
図
な
ど
で
あ
っ
た
。
後
藤
は
こ
れ
ら
の
絵
を
銀
座
の
和
田
屋
に
持
ち
こ
み
、
主
人
に
見
せ
る
と
、
こ
の
石
版
画
な
ら
き
っ
と
売
れ
ま
す
か
ら
、
ど
う
か
一
手
販
売
さ
せ
て
欲
し
い
、
と
い
わ
れ
東京にもどった後藤は、やがて馬の彫刻の技術をみがくことに心を注ぐようになり、昇進の受験勉強をいっさいやめてしまった。陸
軍
で
は
毎
年
年
末
に
な
る
と
試
験
が
あ
っ
た
が
、
ふ
だ
ん
勉
強
し
て
い
な
い
か
ら
作
文
も
算
術
も
何
も
わ
か
ら
な
い
。
、
、
、
（Ⅷ） 
答案にはいつも「皆能はずできません」と墾已いていたから、そのうちに〃能はず軍曹“のあだ名をちょうだいしてしまった。
お
う
ど
う
馬
の
彫
刻
研
究
は
、
な
か
な
か
金
の
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
黄
銅
（
し
ん
ち
ゅ
う
）
の
小
さ
な
馬
像
を
一
つ
作
る
に
も
日
数
は
一
ヵ
月
ほ
ど
か
か
り
、
費
用
は
五
、
六
十
円
も
要
し
た
。
つ
づ
け
て
製
作
に
失
敗
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
財
政
が
窮
迫
し
た
。
軍
曹
の
給
料
で
は
、
そ
の
よ
う
な
道
楽
に
浸
っ
て
い
る
経
済
的
余
裕
な
ど
は
な
く
、
や
が
て
金
目
の
物
を
売
り
つ
く
し
、
妻
が
持
っ
て
き
た
も
の
ま
で
売
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
。
あるとき、うす汚れた軍服を着て銀座の額面商・和田屋に自作の油絵を売りに行ったが、商談は不調におわった。明治十一年ごろ、
後藤は馬の彫刻の研究費をねん出するために、内職に石版印刷（石版石に脂肪性の材料で絵をえがき、水と脂肪の反発性を利用して、
油
性
イ
ン
ク
で
刷
る
印
刷
法
）
を
ま
な
び
、
そ
の
研
究
を
は
じ
め
た
。
た
｡ 明治
十
年
Ｃ
八
七
七
）
（釦）
馬匹取締を命じ一しれた。
く
さ
一
」
の
時
分
は
死
に
ま
し
た
馬
の
足
、
馬
の
頭
ば
か
り
貰
っ
て
き
ま
し
て
、
解
剖
致
し
て
、
彫
刻
の
研
究
の
材
料
に
供
し
て
お
り
ま
し
た
故
、
家
の
中
は
臭
く
て
た
ま
ら
い
か
ぜ
に
ないといいて、誰もきてくれるもの人ｂありません。しかし私は一切無頓着にやっておりましたが、如何にせん銭が無いので非常に困ったのでご
（”） 
ざいます。
西
南
の
役
が
お
こ
る
と
、
同
年
七
月
旅
団
附
の
伝
令
使
を
命
じ
ら
れ
、
各
所
を
経
て
鹿
児
島
に
着
陣
し
、
乱
が
終
結
し
て
か
ら
は
224（11） 
後藤は明治十七年二八八四）七月、陸軍を軍曹をもって依願退職し、翌十八年から御用掛として農商務省につとめ、軍馬の調達に
かかわった。この間、馬の彫刻研究を飽かずたゆまずつづけた。
明治十八年二八八五）から同二十三年（一八九○）にかけて農商務省の畜産課、駒馬農学校などに勤め、のち予想だにしなかった
東京美術学校入りとなり、同校には断続的ながら明治三十一年二八九八）四月まで数年つとめ〃美校騒動“を契機に退職した。とき
明治十三年（’八八○）三月、他
同年九月馬籍課書記を命じられた。
に五十歳であった。
後
藤
は
、
右
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
。
（師）
かれが美校に勤めるに際して、高村光雲がわざわざ後藤の自宅（府下牛込区牛込東五軒一二十五番地）を訪ね勧めた。
（妬）
後藤は戸山学校から軍馬局に転じたが、かれは時とＩして軍馬を購入するために東北地方へ出張した。
右から後藤頁行，薇村光雲，
（｢中央美術」第22号，
石川光明，岡崎雪聾。
昭和10.5)より
翌朝、主人は石版の必要に使ってほしい、といって金五十両もってきた。
（躯）
後藤の石版画は、一枚五十銭ほどで売られ、かれはその印税として、一一千
五
百
円
の
大
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
後藤はこの印税でもって地所を求め、さらに馬の彫刻をするための器械
（釦）
類を購入した。石版画の内職をつづけておれば、暮らしの助けになったは
ずだが、やがてそれをやめると、もっぱら馬の彫刻に没頭するようになっ
た。これがために印税を使いつくし、またもとのもくあみになってしまつ
（Ｍ） 
た。後藤は石版画の研究のほか写真の研究をはじめ、「梧桐写真館」の看板
をかかげたが、こちらの方は、石版画の成功にひきかえ、客はさっぱり来
（弱）
なかった。
(１２）２２３ 
馬の彫刻家後藤貞行と解剖学
美校において後藤が与えられた仕事は、「実験製品一一関スル彫刻」と授業用解剖模型製作および美術解剖学であった。とくに美術解
剖学の授業では、はじめ馬体だけについて講義をし、のちに人体解剖（骨学、筋学）についても講じた。
後
藤
は
二
冊
の
手
記
本
を
残
し
て
い
る
。
｜
つ
は
（鉛）
ｌ君は役を止めたそうだが、僕の学校に出てくれまいか、どうか来てくれ。
（羽）
や
と
い
高村は後藤を説いてうんといわせたので、明治一一十一一一年（一八八九）四月二十一一一日付で、後藤は「東京美術学校雇月給一一十五円」
の辞令をもらった。
骨
学
解
剖
学
馬
体
筋
学外貌
後藤貞行自筆の解剖学に関する稿本２１冊
［東京国立文化財研究所蔵］
人体解剖鯛紳
』３
 
１
 
の
表
題
（
毛
筆
）
の
付
い
た
も
の
で
、
市
巫
２
 
２
 
販
の
用
筆
と
美
校
の
用
菱
に
毛
筆
を
用
い
藤
貞
行
用
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
も
う
と
題
す
る
も
の
で
、
市
販
の
用
菱
に
毛
筆
を
用
い
て
槽
書
体
で
書
き
、
さ
し
絵
を
添
え
た
稿
本
（
昭
、
×
羽
凹
で
あ
る
。
あ
と
が
き
に
「
明
治
二
十
九
年
一
月
後
つは、
一鑓嬢蟻霧糊懲罵蕊霧瀞
饗…
露蕊辮
寧誘奪祷娘
参勢郵麹｛篭ＰＯＤ・小心〈。‐、Ｌ口暉、。‐Ｅｗ◇ザマーァ－。、．。‐廿邑
… 鰯撚甑繍職灘幽儲聯織診爵癖獅蕊麟蝋繍繍繍鰯鍵 議灘臓聯粥蕊縦慰騨蝿印泌》必鞭灘榊‐爪針切・‐。ｒ地肚肘罷別は‐。… 癖懲露籔謹鍵一髄漱弓機斬購噸笥欝鰯繍鞭蕊蕊騨騨霧鱸鑓 頚懲溌懲騨麗誘鱗甑鐡慰璽越Ⅱ蕊ご鰯溌蕊｝｛醗轍議灘鶴識織鱸鑿 蓉騨灘嚇瀞蕊凱斌汀刀一汀仁が打海蕊晦な蔵熱懸鰻鶴灘蕊鶴鍵
－片…白ハゼ星･ｺヰﾖ咄Ｐｕ?淫早口*葱涯鷲鋲gと一色宮'=,▲ず-J五一･J副ｐｆｐＦ－７寺･_辻...､｣悪G-,,封，_・積--￥,＿←･ピーロー■,‐Ｂ＝｢.!‐．,i2w～b,-4-.-,o･司守.．．＆二－－－.式－３津_へ．.,，」･‐÷
て
槽
書
体
で
書
き
、
さ
し
絵
を
添
え
た
稿
本
（
咀
皿
×
型
四
で
あ
り
、
あ
と
が
き
に
「
明
治
二
十
九
年
編
後
藤
貞
行
」
と
あ
る
。
き
く
て
い
これら一一冊の手記本は、いま上野の東京国立文化財研究所に架蔵されている。田口掬汀（一八七五～一九四一一一、明治・大正期の作家、
美術批評家）は、「後藤貞行の伝」（『中央美術』第二十二号、昭和ｎ．５）を執筆するさいに、遺存する後藤の二箸を実見している。
田
口
は
”
馬
体
〃
の
稿
本
だ
け
を
取
り
あ
げ
、
そ
れ
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
評
し
て
い
る
。
先
の
田
口
掬
汀
の
批
評
に
よ
る
と
、
後
藤
の
馬
体
研
究
は
他
に
く
ら
べ
る
も
の
が
な
い
ほ
ど
優
れ
て
い
る
、
と
い
う
。
研
究
と
い
う
か
ら
に
は
、
無
か
ら
何
も
生
じ
る
は
ず
は
な
く
、
ま
し
て
や
学
問
的
な
裏
付
け
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
馬
の
観
察
体
験
に
加
え
て
、
き
っ
と
参
考
文
献
な
ど
も
渉
猟
し
た
は
ず
で
あ
る
。
い
っ
た
い
後
藤
は
ど
の
よ
う
な
文
献
に
目
を
通
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
解
明
す
る
の
が
、
本
稿
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。
この批評は、おおむね後藤の研究を絶賛したものと受けとれる。
後
藤
は
学
校
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
正
規
の
美
術
教
育
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
馬
の
解
剖
と
い
っ
て
も
、
若
い
こ
ろ
に
幕
府
の
騎
兵
所
で
デ
シ
ャ
ル
ム
か
ら
、
ま
た
馬
医
生
の
小
沢
温
吉
な
ど
か
ら
浅
薄
な
知
識
を
さ
ず
け
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
後
藤
の
解
剖
学
、
絵
画
、
彫
刻
の
知
識
は
、
人
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
ち
、
自
学
自
習
を
つ
づ
け
、
じ
ぶ
ん
の
手
で
完
成
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
〃
馬
の
彫
刻
家
〃
と
い
え
ば
後
藤
貞
行
の
代
名
詞
で
も
あ
る
が
、
か
れ
は
若
い
こ
ろ
か
ら
馬
と
と
も
に
歩
み
、
日
夜
、
そ
の
行
動
を
深
く
観
察
し
て
き
た
か
ら
、
〃馬の彫刻家“といえば後藤貞行の代名詞でもあるが、か
こと馬に関してはだれよりも知識と経験が豊かであった。
馬
体
お
よ
び
人
体
解
剖
の
二
冊
か
ら
成
る
後
藤
の
稿
本
の
あ
と
が
き
に
見
ら
れ
る
、
「
明
治
二
十
九
年
一
月
後
藤
貞
行
用
」
（
馬
体
）
と
か
「
明
治
二
十
後
藤
の
二
冊
の
手
記
本
の
粉
本
に
つ
い
て
特
に
馬
体
の
外
貌
篇
で
は
、
各
部
の
特
徴
を
捉
え
て
詳
述
し
た
も
の
で
、
例
え
ば
眼
の
働
き
、
耳
の
動
き
方
と
生
理
の
関
係
と
か
、
膝
の
節
の
工
合
と
か
、
蹄
の
形
の
と
も
さ
ま
ノ
ー
な
の
と
か
、
唇
の
運
動
と
か
云
ふ
や
う
な
、
多
年
馬
と
生
活
を
倶
に
し
、
深
い
研
究
を
重
ね
た
人
で
な
け
れ
ば
、
と
私
達
素
人
眼
に
も
敬
服
さ
れ
る
研
究
で
、
これ
之一」そ天下無敵であらうと恩はれる（一一十四頁）。
(１４）２２１ 
馬の彫刻家後藤貞行と解剖学
十日病いにより逝去した。一昊
馬
体
に
せ
よ
人
体
に
せ
よ
、
そ
』
ったと思われる。わたしは久‐
た著作について述べてみたい。
の順でのべてあり、三一
もう一つの稿本「人」
の構成についていえば、
九
年
編
後
藤
貞
行
」
（
人
体
）
な
ど
の
文
字
か
ら
考
え
る
と
、
後
藤
は
こ
れ
ら
の
稿
本
を
も
と
に
講
義
を
行
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
授
業
が
お
わ
っ
た
の
ち、用いたメモや下書きなどを整理しながら、じぶんの保存用にこれらの手記本をつくったものであろう。「……用」とか「……編」
と
い
っ
た
文
字
が
、
そ
の
と
き
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
「
美
術
解
剖
」
と
「
彫
造
手
訣
」
の
嘱
託
教
員
で
あ
っ
た
後
藤
は
、
明
治
二
十
八
年
二
八
九
五
）
鴎
外
出
征
後
の
美
術
解
剖
の
講
義
を
担
当
し
た
。
が
、
後
藤
の
稿
本
「
解
剖
学
馬
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
表
題
ど
お
り
、
（杣）
それがどのような講義内容であった１℃のか不明である。
後藤が二冊の稿本の浄書をおえたのは、明治二十九年（一八九六）一月ごろのことである。が、同年九月から黒田清輝の推せんによ
って、新たに久米桂一郎が美術解剖学の講義を担当することになった。この時点で授業の担当者が入れ代わったのである。
後
藤
は
そ
の
後
も
美
校
に
在
勤
し
、
有
名
な
学
校
騒
動
の
結
果
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
四
月
解
職
と
な
り
、
同
三
十
六
年
（
一
九
○
三
）
八
月
三
外筋骨
貌学学っ
の
稿
本
「
人
体
解
剖
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
後
藤
の
解
剖
学
的
知
識
の
多
く
は
、
教
師
に
つ
か
ず
、
ひ
と
り
で
勉
強
し
て
身
に
つ
け
て
行
っ
た
も
の
で
あ
わ
た
し
は
久
し
く
後
藤
の
解
剖
学
的
研
究
の
種
本
を
追
究
す
る
こ
と
に
興
味
を
抱
い
て
き
た
が
、
こ
れ
よ
り
か
れ
の
講
義
の
も
と
に
な
っ
三
つ
の
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。
馬
体
骨
学
筋
学
外
貌
」
は
、
四
百
字
の
原
稿
用
紙
に
写
し
て
も
五
十
枚
ぐ
ら
い
の
分
量
で
あ
る
。
全
体
の
構
成
享年五十二歳であった。
骨
学
筋
学
」
は
、
前
者
よ
り
や
や
分
量
が
多
く
、
四
百
字
原
稿
用
紙
に
写
す
と
、
約
七
十
枚
ほ
ど
で
あ
る
。
全
体
220（１５） 
から成り、さいごに田口和美が作成した「日本男女体格比較表」が四枚添えてある。
内容はかなり詳しく、むずかしい術語などが多出するし、解剖についての専門的な知識がないと理解しにくい。
まず馬体のほうから述べることにする。国立図会図書館が収蔵する、明治期に刊行された馬に関する著作と翻訳本を合わせると、四
十四冊ほどもあるが、わたしはこの中にきっと後藤が参考にした書があるに違いないと、ねらいをつけた。
明治期に刊行されたいちばん古い書物は、『馬原病学』（陸軍文庫、明治９．ｍ）であり、さいごは村井半之助著『馬の飼養管理』
（甲斐山書院、明治妃・４）である。わたしは後藤の馬体の稿本にみられる構成や記述と、いまのべた箸訳書を一冊ずつつき比べなが
ら
見
て
ゆ
く
う
ち
に
、
と
、
い
う
本
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
著
者
の
大
蔵
平
らを参考にしながら同書を著わしたという（「編茎
「緒言」によると、馬学は博物学の一科であり、
「緒言」に
あ
る
と
い
う
。
一枚の挿絵（馬の構造などを描いたもの）が収めてある。
本書は、馬の構造や組織、衛生学、疾病などについてくわしく説いている。｜巻は一七六丁、二巻は『馬学説約附図』であり、百十
骨学（歯をふくむ）
靭
帯
学
筋
学大蔵
平
三
著
『馬学説約』（和装二冊奥付はない。一巻目は旧叩×卵叩、厚さ〃、、二巻目は岬叩×叩型厚さ約川、）
著者の大蔵平三は、
という（「編者識」）。
馬
術
を
の
ぞ
く
と
、
お
よ
そ
馬
に
か
か
わ
る
諸
項
を
網
羅
し
て
お
り
、
こ
れ
を
研
究
す
る
学
問
で
陸
軍
士
官
学
校
の
騎
兵
学
の
教
官
で
、
階
級
は
騎
兵
大
尉
で
あ
る
。
諸
書
を
あ
つ
め
、
そ
れ
(16）２１９ 
馬の彫刻家後藤貞行と解剖学
わたしがこの『馬学説約』に言及したのは、同書が後藤の稿本「馬体」の種本の一つにちがいないと確信しているからである。たと
えば両者のつぎの記述を比べあわせてみれば、後藤がよりどころとしたものが理解されよう。
頭
蓋
、
頭
蓋
〈
頭
ノ
上
部
ヲ
占
領
ス
ル
骨
一
一
シ
テ
内
二
脳
ヲ
容
謹
ス
而
シ
テ
七
個ノ扁平骨ヨリ成ル
身
体
ノ
譜
骨
相
互
二
連
絡
シ
テ
馬
体
自
然
ノ
位
置
二
係
ダ
ル
、
者
之
ヲ
骨
賂
卜
云
う
骨
賂
ヲ
大
別
シ
テ
鯛
幹
骨
及
四
肢
骨
ト
ナ
ス
く
か
ん
蝋
幹
躯
幹
ハ
骨
酪
ノ
重
ナ
ル
部
分
ニ
シ
テ
之
ヲ
分
テ
三
部
ト
ナ
ス
頭
骨
柱
骨
き
よ
う
か
く
及
胸
廓
筒
口
歪
レ
ナ
リ
頭骨
く
ら
い
頭
骨
ハ
脊
柱
ノ
前
端
二
位
シ
之
ヲ
小
分
シ
テ
頭
蓋
顔
面
ノ
ー
ー
ト
ナ
ス
［後藤箸「馬体』
馬
体
解
剖骨学
寺
Ｔ
骨
ハ
連
動
装
置
中
ノ
被
動
器
関
ニ
シ
テ
其
質
硬
ク
黄
色
白
キ
ヲ
常
ト
ス
躯
幹
○
躯
幹
ハ
骨
絡
ノ
首
部
ニ
シ
テ
此
レ
ヲ
分
ツ
テ
三
ト
為
ス
日
頭
曰
脊
梁
頭
○
頭
ハ
脊
梁
ノ
前
端
二
位
シ
二
十
七
骨
一
一
曲
テ
成
ル
此
レ
ヲ
区
分
シ
テ
ニ
部
卜
為
ス
曰
脳
蓋
曰
顔
面
脳
蓋
こ
つ
か
ん
○
脳
蓋
ハ
頭
ノ
上
後
ヲ
領
ス
ル
骨
函
（
は
一
」
）
ニ
シ
テ
内
二
脳
ヲ
容
護
ス
其
骨
七
有
り
日
後
頭
骨
曰
顛
頂
骨
日
前
頭
骨
曰
箭
骨
日
模
骨
日
瓢顎骨（二） 骨
う
ん
て
ん
○
此
器
ハ
達
輔
官
能
ノ
被
動
機
関
ニ
シ
ー
ァ
其
色
白
ク
其
質
堅
タ
ン
体
ノ
形
ヲ
樵
ユ
ル
者
ハ
則
チ
是
ナ
リ
（中略）
○
全
身
ノ
諸
骨
団
結
シ
テ
馬
体
自
然
ノ
形
格
ヲ
為
ス
者
此
レ
ヲ
骨
絡
ト
名
い
お
く
い
わ
く
ツ
ク
骨
絡
ヲ
大
分
シ
テ
ー
ー
ト
為
ス
日
躯
幹
日
四
肢
［大蔵平三箸『馬学説約』］
218（17） 
いま対比のために引用したものは、両者の著述の冒頭にちかい部分である。後藤も大蔵も「骨学」のっ割に「筋学」にふれている・
後
藤
の
筋
学
の
基
礎
に
な
っ
た
文
献
の
一
つ
は
、
大
蔵
の
『
馬
学
説
約
』
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
に
も
ま
た
参
酌
し
た
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
い
ま
そ
れ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
願
頂
骨
ハ
頭
蓋
ノ
前
中
央
部
ヲ
占
領
ス
前
頭
骨
ハ
頭
蓋
ノ
前
方
ニ
ア
リ
テ
顔
面
ノ
一
部
分
ヲ
作
為
ス
ご
ち
よ
う
○
胡
蝶
骨
ハ
頭
底
ノ
中
前
部
二
位
ス
し
こ
つ
飾
骨
ハ
脳
蓋
ノ
下
部
二
位
シ
蜂
窩
様
ノ
造
構
ヲ
有
ス
○
後
頭
骨
ハ
頭
ノ
上
後
部
ヲ
占
メ
頂
ノ
基
礎
ヲ
作
為
ス
筋
学
筋
ノ
組
織
等
ハ
ヲ省略ス
顕
纈
骨
ハ
其
数
二
ア
リ
頭
蓋
ノ
両
側
一
一
占
位
ス
之
ヲ
区
別
シ
テ
岩
状
部
鱗
状
部
ト
ナ
ス
顔
面
顔
面
ハ
頭
ノ
下
部
一
一
シ
テ
八
箇
ノ
対
骨
ト
ー
箇
ノ
不
対
骨
ヨ
リ
横
成
ス
や
や
人
体
ノ
部
二
陳
述
ス
且
シ
人
体
卜
梢
相
似
タ
ル
ヵ
故
二
之
［
後
頭
骨
］
（
第
一
第
二
及
上
第
三
図
一
）
○
此
骨
ハ
脳
蓋
ノ
上
後
一
一
占
位
シ
頂
ノ
基
礎
ヲ
為
ス
［
顛
頂
骨
］
（
第
一
及
第
二
図
二
）
○
此
骨
ハ
脳
蓋
ノ
中
前
一
一
占
位
ス
其
最
大
部
ヲ
領
ス
ル
者
ハ
則
チ
是
ナ
リ
［
前
頭
骨
］
（
第
一
及
上
第
二
図
三
）
○
此
骨
ハ
脳
蓋
ノ
前
部
ヲ
占
領
シ
其
構
造
二
輿
カ
リ
兼
テ
顔
面
ヲ
作
ル
［
筋
骨
］
○
此
骨
ハ
脳
蓋
ノ
下
部
一
一
占
位
シ
此
レ
ヲ
鼻
腔
卜
隔
シ
（中略）
［
願
顎
骨
］
（
第
一
第
二
及
上
第
三
図
四
）
○
此
骨
ハ
其
数
二
有
り
脳
蓋
ノ
両
側
一
一
占
位
ス
此
レ
ヲ
ニ
部
二
分
シ
曰
岩
状
部
曰
鱗
状
部
顔
面
○
顔
面
ハ
脳
蓋
二
次
位
シ
其
内
二
許
多
ノ
腔
ヲ
有
ス
此
腔
ハ
視
官
嗅
官
味
官
ノ
要
器
ヲ
寓
セ
シ
ム
（中略） 筋
(18）２１７ 
馬の彫刻家後藤貞行と解剖学
後藤は筋について述べたあと、馬の顔かたち（外貌）について言及している。一方、大蔵は筋のあと消化器、循環器、呼吸器、神経
系などにふれたのち外貌に入っている。後藤が説く馬の外貌に関する記述の多くは、大蔵の著述に依拠している印象をうける。しかし、
受け売りばかりではなく、多年馬を観察して得た独自の意見もひれきしている。
外
貌
学
外貌学ハ絵画彫刻共一一緊要ナル学一一シテ之ヲ別テ六科卜為ス
い
わ
く
い
わ
く
す
い
ち
よ
く
曰
外
区
曰
錘
直
曰
ク
比
格
曰
年
齢
曰
歩
法
曰
毛
色
等
ナ
リ
又
外
貌
く
ら
べ
し
ば
し
ば
こ‘ビ
ヲ
論
ス
ル
ー
ー
方
テ
腰
々
美
格
失
格
ノ
語
ヲ
使
用
ス
ル
１
有
り
則
チ
其
語
ノ
概
略ヲ説明ス
ヲ
屈前脛
曲趾ノ
ス骨前
筋方
ハ附側前儲二脛１１
前趾趾し位ノ
股骨骨骨ス諸
骨屈伸伸ル筋
ヨ筋筋筋者
リ
蹄
骨
二
至
ル
筋
ニ
シノ
テ
趾
骨
ヲ
(申
長
シ
趾
月１１
骨
美
格
美
格
ト
ハ
生
理
学
或
ハ
重
学
上
二
於
テ
馬
体
ノ
構
造
善
美
具
備
セ
ル
者
チ
カ
タ
外貌学（地形）
○
外
貌
学
ハ
馬
ノ
美
格
失
格
及
上
其
変
質
等
ヲ
講
究
ス
ル
学
ニ
シ
テ
之
い
わ
い
わ
い
わ
い
わ
レ
ヲ
分
ツ
テ
ー
ハ
科
ト
為
ス
曰
ク
外
区
曰
ク
錘
直
曰
ク
比
格
曰
ク
年
齢
い
わ
い
わ
日々／歩法曰か／毛色
く
ら
べ
し
ば
し
ば
○
美
格
失
格
等
ノ
語
ハ
外
貌
ヲ
論
ス
ル
ニ
方
一
ナ
屡
々
使
用
ス
ル
所
ノ
語
ナ
リ
故
一
一
未
タ
諸
科
ノ
講
究
ヲ
為
サ
、
ル
ー
一
先
タ
チ
其
語
ノ
概
略
ヲ
説
明
ス
レ
ハ
豈
一
一
学
者
ノ
為
〆
補
益
勘
カ
ラ
ン
ャ
［
美
格
］
○
美
格
ト
ハ
生
理
学
或
ハ
重
学
上
一
一
於
テ
馬
体
ノ
構
造
善
美
具
備
セ
ル
者
ノ
称
一
一
シ
テ
此
レ
ー
一
二
種
有
り
日
ク
完
全
美
格
曰
ク
関
係
美
○
筋
ハ
俗
二
肉
卜
称
シ
其
色
鮮
紅
大
概
子
腱
ヲ
具
へ
能
ク
動
物
ノ
意
向
一
一
従
テ
収
縮
ス
ル
ノ
性
有
り
○
脛
筋
ノ
首
要
ナ
ル
者
ハ
左
ノ
如
シ
曰
趾
骨
前
伸
筋
（
同
図
百
六
十
二
）
曰
趾
骨
側
伸
筋
（
同
図
百
六
十
三
）
曰
附
屈
筋
（
同
図
百
六
十
四
）
曰
脛
双
頭
筋
（
同
図
百
六
十
五
）
曰
趾
骨
表
屈
筋
（
同
図
百
六
十
七
）
曰
趾
骨
斜
屈
筋
（
同
図
百六十八）曰趾骨深屈筋（同図百六十九）
216（１９） 
ノ
称
一
一
シ
テ
ニ
種
有
曰
完
全
美
格
曰
関
係
美
格
ト
ス
完
全
美
格
ハ
其
役
ス
ル
事
種
二
拘
ラ
ス
馬
二
必
須
ノ
美
格
ヲ
云
う
例
ヘ
ハ
眼
ノ
清
明
蹄
ノ
堅
牢
ナ
ル
等
ノ
如
シ
清
眼
堅
蹄
ハ
騎
卜
云
上
駕
卜
云
上
緊
要
ノ
格
ナ
レ
ハ
ナ
リ
こ
と
ご
と
く
関
係
美
格
ハ
何
種
ノ
役
務
ニ
モ
悉
皆
適
当
ス
ル
ニ
ァ
ラ
ス
甲
ノ
役
務
（不明）
二
適
ス
ル
モ
乙
ノ
役
種
二
合
ハ
サ
シ
モ
ノ
ヲ
謂
□
例
ハ
胸
前
広
ク
比
シ
テ
短
い
え
ど
キ
等
ハ
重
挽
馬
ニ
ァ
リ
テ
ハ
美
格
ナ
リ
ト
雛
モ
乗
馬
二
在
一
ナ
ハ
失
格
ナ
ル
カ
如
シ
失
格
失
格
一
一
四
種
ア
リ
日
完
全
失
格
日
関
係
失
格
日
天
賦
失
格
日
後
得
失
格
是
ナ
リ
（不川）
》
工
全
失
格
ハ
胸
腔
狭
ク
（
従
テ
呼
吸
完
全
ナ
ラ
ス
）
関
節
狭
小
．
□
連
動
堅
固
ナ
ラ
ス
腹
部
緊
縮
シ
テ
栄
養
良
善
ナ
ラ
サ
ル
等
ニ
シ
テ
氷
ク
使
役
一一耐へサルモノ
関
係
失
格
ハ
一
種
ノ
役
務
二
於
テ
ハ
不
適
当
ナ
ル
モ
ノ
散
テ
甚
シ
キ
害
（不明）
ア
ル
者
二
非
ス
轡
ハ
頸
細
長
ニ
シ
テ
尾
ノ
長
ク
水
□
ナ
ル
ハ
騎
馬
二
取
テ
ハ
美
格
ナ
シ
共
駕
馬
ニ
ハ
適
合
セ
サ
ル
カ
如
シ
（不明）
天
賦
失
格
ハ
□
レ
ナ
カ
ラ
具
有
ス
ル
失
格
ニ
シ
ー
ナ
体
格
善
美
ナ
リ
ト
錐
モ
（不明）
未
□
繁
ク
使
役
セ
ー
フ
ル
ニ
早
ク
己
二
膝
ノ
湾
曲
セ
ル
モ
ノ
、
如
キ
是
ナ
リ
後
得
失
格
ハ
骨
格
善
良
ナ
ル
モ
使
役
ノ
過
度
ナ
ル
カ
若
ク
ハ
馬
ノ
老
衰
ヨ
リ
生
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
其
例
ハ
膝
ノ
凸
形
ヲ
呈
ス
ル
者
等
ノ
如
シ
（
不
珊
）
〈
不
明
）
変
質
ハ
組
織
ノ
変
状
ニ
シ
テ
一
一
種
有
り
軟
□
質
方
□
一
硬
変
質
ア
ル
［
関
係
失
格
］
○
関
係
失
格
ト
ハ
其
所
役
ノ
事
種
一
一
由
テ
ハ
或
ハ
失
格
ト
い
え
ど
ス
可
キ
者
ヲ
云
う
例
ヘ
ハ
繋
部
ノ
長
キ
ハ
駄
馬
二
甚
タ
害
ア
リ
卜
雛
モ
駕
馬
ニ
ハ
大
害
タ
ラ
サ
ル
カ
如
シ
［
失
格
］
○
失
格
ト
ハ
美
ノ
反
格
ニ
シ
テ
生
理
学
或
ハ
重
学
上
、
馬
体
ノ
形
状
完
全
ナ
ラ
サ
ル
者
ノ
称
ク
リ
亦
夕
分
ツ
テ
ニ
種
ト
ス
日
ク
完
全
失
格
曰
ク
関
係
失
格
［
完
全
失
格
］
○
完
全
失
格
ト
ハ
例
ヘ
ハ
細
長
ノ
肢
狭
窄
ノ
胸
ノ
如
ク
一
切
ノ
用
役
二
有
害
ナ
ル
者
ヲ
云
う
格［
完
全
美
格
］
○
完
全
美
格
ト
ハ
其
所
役
ノ
事
種
二
拘
ラ
ス
馬
一
一
必
須
ノ
美
格
ヲ
云
う
例
ヘ
ハ
眼
ノ
清
朗
ナ
ル
蹄
ノ
堅
牢
ナ
ル
等
ノ
如
シ
清
眼
堅
蹄
ハ
騎
卜
云
上
駕
卜
云
上
緊
要
ノ
格
ナ
レ
ハ
ナ
リ
［
関
係
美
格
］
○
関
係
美
格
ト
ハ
其
所
役
ノ
事
種
一
一
由
テ
或
ハ
美
格
卜
為
ス
う
し
ろ
あ
し
者
ヲ
云
う
例
ヘ
ハ
後
肢
ノ
高
キ
ハ
騎
馬
ニ
ハ
必
用
ナ
ー
フ
サ
レ
ト
モ
競
馬
一
一
在
テ
ハ
却
テ
最
美
ノ
格
ダ
ル
力
如
シ
［
変
質
］
○
変
質
ト
ハ
組
織
ノ
変
状
ノ
調
ニ
シ
テ
之
レ
ニ
ニ
種
有
り
曰
(２０）２１５ 
馬の彫刻家後藤貞行と解剖学
こマフ
このあと後藤は、馬を頭と躯幹などに大別－し、それらについてくわしく記している。すなわち、頭の形、頭のむき、頭の小分（項、
ひ
士
い
は
な
ば
し
ら
は
な
●
さ
き
く
ち
し
た
が
い
さ
い
こ
め
か
み
が
い
う
め
ほ
お
は
な
く
ぴ
頭毛、額、鼻梁、鼻端、口、舌、頬、聰［あ》」］、耳、顕纈、眼孟、眼、頬、鼻孔、頸、髪形）など。ついで、体の各部位（背、胸、
農
え
あ
し
う
し
ろ
あ
Ｌ
ひ
じ
ひ
貿
一
け
い
つ
め
も
し
腰、尾など）について述べ、さいごに生殖機関、四肢（前肢、後肢、｜肩、肘、膝、繋、蹄、腿）などについてふれている。
び
わ
も
も
ひ
せ
つ
う
ぐ
い
す
む
く
ろ
’
ｂ
も
大蔵必も、ほぼ後藤とおなじような順序で記述を進めている。後藤の馬体のさいどの部分は、脂・脛（琵琶肢）・飛節（烏頭）・腿
などの順で書かれている。
ひ
せ
つ
飛
節
（
烏
頭
）
烏頭ハ脛卜管トノ間一一位シ脛骨ノ下部卜附骨ノ上端卜附前骨ト
ヲ基礎トス此部ハ広厚乾浄一一其方向ハ体ノ縦断面ノ垂直面ト同
お
お
よ
－ノ方向ヲ保チ其角度ハ大約ソ百四十度ナルヲ善トースイー
絵画彫刻共此部二最モ注意要ス古画二Ⅱ醜Ⅱ叩〃如此者間々
有ル之ハい肋附川川骨一一附着スル諸筋トヲ基礎トス其形長広キン
脂
脂
ハ
腹
ノ
後
方
二
腿
ト
ノ
連
接
点
二
位
シ
膝
蓋
骨
ヲ
基
礎
ト
ス
此
部
ハ
高
隆其度二適スルヲ善トスひわ
ら
も
脛
（琵琶肢）
脛
ハ
腿
卜
烏
頭
ト
ノ
間
二
位
シ
脛
骨
ヲ
基
礎
ト
ス
此
部
ハ
長
キ
ヲ
要
ス
（不明）
其長キトキハ□肢下端ノ運動ヲ広大ナーフシメ且外観モ美ナリ
（不明）
□
如
し
些
型
脂
（
第
二
十
九
図
四
十
六
）
○
脂
ハ
腹
ノ
後
方
二
腿
卜
脚
ト
ノ
連
接
一
一
占
位
シ
膝
蓋
骨
ヲ
基
礎
ト
ス
○
此
部
ハ
高
隆
其
度
二
適
セ
ル
ヲ
良
シ
ト
スピ
ワ
モ
モ
脛
（
第
二
十
九
図
四
十
七
）
（
琵
琶
股
》
○
脛
ハ
腿
卜
烏
頭
ト
ノ
間
一
一
占
位
シ
脛
骨
ヲ
基
礎
ト
ス
ひ
し
○
此
部
ハ
臂
ノ
前
肢
二
於
ケ
ル
ト
同
一
ノ
用
ヲ
後
肢
二
作
ス
ル
由
り
其
美
格
す
こ
し
モ
亦
夕
毫
モ
臂
卜
異
ナ
ル
所
無
ケ
レ
ハ
宜
ク
臂
ノ
論
ヲ
詳
悉
ス
可
シ
烏
頭
（
第
二
十
九
図
四
十
八
）
○
烏
頭
ハ
脛
ト
管
ト
ノ
間
一
一
占
位
シ
脛
骨
ノ
下
部
卜
附
骨
ノ
上
端
卜
鮒
前
骨
ト
ヲ
基
礎
ト
ス
○
此
部
ハ
広
厚
乾
浄
一
一
シ
テ
其
方
向
ハ
体
ノ
縦
断
面
ノ
垂
直
面
卜
同
一
ノ
方
向
ヲ
守
リ
ヌ
ク
其
角
度
ハ
大
約
ソ
百
四
十
度
ナ
ル
ヲ
要
ス
其
理
ハ
左
ノ
如
シ ク軟
変
質
曰
ク
硬
変
質
例
ヘ
ハ
ち
む
ら
、
て
つ
か
う
ノ
如
ン
214（２１） 
つぎに後藤が「人体解剖骨学筋学」を執筆するに際して依拠したと考えられる粉本について述べてみたい。後藤の骨学は、
頭蓋骨からはじまり趾骨でおわり、筋は靭帯にはじまり足諸筋でおわっている。
（い）
わ
た
し
は
、
後
藤
が
稿
本
を
つ
く
る
と
き
に
主
に
参
考
に
し
た
の
は
、
田
口
和
美
枝
、
田
口
茂
一
郎
撰
『
美
術
応
用
解
剖
学
全
』
（
明
治
弱
。
４
）
と
ばかり考えていたが、じっはもっと外にも依拠した書があることを知った。これよりそれらについて論じてみたい。
まず後藤の〃骨編”の第一ページをひらくと、つぎのようになっている。それと対比するために引いたのが、田口の撰著である。
テ
傾
斜
其
度
二
適
シ
筋
骨
共
二
発
育
完
全
ナ
ル
ヲ
善
ト
ス
又
尻
ノ
失
格
一
一
五
種
ア
リ
平
尻
低
尻
尖
尻
稜
尻
複
尻
雌
（不明）
イ
之
処
二
凹
所
ア
ル
ノ
間
□
ナ
ラ
ン
此
部
ノ
備
一
フ
サ
ル
ハ
外
見
甚
宜
シ
カラスー＃孫端如此ナルヲ善トス
又ⅡⅡⅡ仙踞幅剛ニョリテ如此者アルカ故一一病馬卜間連ワヌョウ
注
意
ス
ベ
シ
以
下
前
肢
梢
相
似
タ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
署
ス
明
治
二
十
九
年
後
藤
貞
行
用
［後藤著「人体解剖』
頭
蓋
骨
前頭骨（額骨）“突牽醗耀蘂縁眉間前頭繕節
お
よ
そ
額
ヲ
形
成
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
外
面
ハ
凸
隆
シ
各
側
ノ
凡
中
央
三
隆
起
ア
リ
是
レ
化
骨
ノ
始
点
ナ
リ
腿
（
第
二
十
九
図
四
十
五
）
○
腿
ハ
尻
脚
脇
瞥
ノ
間
二
位
シ
腿
骨
ヲ
基
礎
ト
ス
○
腿
ハ
長
ク
斜
メ
ー
ー
シ
テ
特
二
其
筋
ノ
発
育
完
全
ナ
ラ
ン
ヲ
要
ス
其
理
由
ノ
如
キ
ハ
前
肢
論
ヲ
推
究
セ
ハ
自
ラ
釈
然
ダ
ル
可
シ
［
田
口
茂
一
郎
撰
箸
『
美
術
応
用
解
剖
学
全
』
］
頭
蓋
骨
［
以
］
前
頭
骨
概
ね
甲
介
状
な
り
［
イ
］
鼻
突
起
［
巳
額
突
起
［
ハ
］
眉
間
［
一
一
］
前
頭
結
節
［
ホ
］
眉
弓
［
△
上
限
案
縁
（中略）
(22）２１３ 
霜の彫刻家後藤貞行と解剖学
と
よ
う
が
く
る
こ
つ
く
か
ん
一」のあと後藤は、顔面骨（鼻骨、上顎骨、鋤骨、頬骨、涙骨、下顎骨）などにふれたのち、歯の特徴に一一一一巨及し、さらに躯幹諸骨（脊
柱、肋骨、胸骨、舌骨、無名骨）などについて説いている。後藤は田口の撰著のほか、明治九年（一八七六）に刊行された
饒鹿鐸一一方形
対
骨
一
一
シ
テ
頭
蓋
ノ
中
側
部
ヲ
成
シ
其
形
方
ナ
リ
外
面
ハ
突
起
シ
其
中
央
二
於
テ
顛
頂
隆
起
ヲ
呈
ハ
ス
後頭骨
後
頭
鰊
頂
線
（
一
名
半
環
状
線
頭
願
ノ
後
方
二
位
シ
其
形
僧
帽
形
ナ
リ
か
つ
じ
よ
う
だ
い
よ
く
糊
蝶
骨
一
名
模
状
骨
大
翼後藤貞行が人体解剖の稿をおこすとき利用した『解剖摘要」
(訳書，明治9）［東京大学医学部図瞥館蔵］
を
利
用
し
て
い
た
節
が
あ
る
。
「凡例」によると、同書は一八六九年に「ペンシルウェーーァ学校」の教頭ニールとスミ
ス
が
著
し
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。
訳
者
の
松
村
矩
明
は
、
敦
賀
県
士
族
で
あ
る
。
松
村
矩
明
訳
述
高
木
玄
真
編
撰
解
剖
摘
要
（
和
装
七
冊
、
本
の
大
き
さ
は
躯
、
×
巧
、
、
各
巻
の
厚
さ
は
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
肪
血
か
ら
〃
叩
く
妻ｂい）
敬
虚
堂
蔵
版
［
波
］
後
頭
骨
車
渠
殻
状
を
成
せ
り
［卜］後頭練［チ］頂線麩粍緤
［仁］糊蝶骨搾龍喫飛蝶の如し
［リ］大翼
し
ょ
う
し
ょ
う
［ロ［］］願頂骨謹蹄各扁平にして梢々方形なり
212（23） 
脊
椎
柱
ハ
頭
骨
ノ
直
下
ヨ
リ
尾
髄
骨
二
達
シ
躯
幹
ノ
後
部
二
位
シ
其
構
造
ハ
ニ
十
八
個
或
ハ
ニ
十
九
個
ノ
骨
片
ヨ
リ
成
ル
其
内
二
十
四
椎
ハ
真
よ
く
椎
骨
卜
称
シ
能
運
動
ス
他
ノ
五
椎
ハ
仮
椎
骨
卜
称
ス
頚
部
二
於
テ
ハ
頸椎七個鞭鰍一一於テハ脊椎十二個
腰
部
一
一
腰
椎
五
個
繭
骨
一
個
髄
骨
三
個
或
ハ
四
個
ヨ
リ
ナ
ル
け
い
つ
い
頸
椎
七
個
第
一
頸
椎
ハ
一
名
（
ア
ト
ラ
ス
）
戴
域
ト
称
シ
環
ノ
如
ク
其
前
面
ノ
中
央
一
一
結
節
ア
リ
後
面
ノ
中
央
二
関
節
窩
ア
リ
第
二
椎
ノ
歯
状
突
起
卜
間
接
ス
上
斜
突
起
ハ
凹
陥
シ
後
頭
骨
（
枕
骨
）
ノ
鰈
突
起
ヲ
蔵
ム
以
テ
屈
伸
ノ
運テキ
動
ヲ
ナ
ス
下
斜
突
起
ハ
扁
円
且
シ
地
平
ニ
シ
テ
頭
骨
ノ
回
転
運
動
二
適
スアタ
ル
横
突
起
ハ
甚
長
ク
斜
突
起
ノ
内
側
二
於
テ
緒
節
ア
リ
横
靭
帯
ヲ
附
ス
［後藤箸「人体解剖」］
く
か
ん
幅
幹
諸
骨
せ
き
つ
い
ち
ゅ
う
脊
椎
柱
椎
体
椎
弓
鰊
伏
突
起
横
突
起
斜
突
起
正
関
節
突
起
下
関
節
突
起
椎
間
軟
骨
セ
キ
ッ
イ
脊
椎
露繼醒ハ、蕊鰯ヨリ磨鰄一一雷シ、膨辮ノ礎舗一一雌ヒシ、魏幟ノ感蝉ク
ケ
イ
プ
ア
リ
ト
ツ
リ
ウ
ア
リ
フ
ウ
カ
ン
イ
ク
ソ
モ
マ
煮
リ
ヲ
有
ス
、
即
チ
頚
部
ニ
在
テ
ハ
、
前
方
二
突
隆
シ
、
胸
瞠
二
在
テ
ハ
凹
陥
シ
…
ク
ピ
ッ
キ
タ
カ
▲
ｆ
ク
ポ
ミ
ヘ
コ
２
，
（中略）其構造ハ一一十八個、或ハー一十九個ノ、骨片ヨリ成ル、其内一一
ソ
イ
力
十
四
椎
ハ
、
［
真
椎
骨
］
卜
称
シ
テ
、
能
ク
運
動
ス
、
他
ノ
五
椎
ハ
［
仮
椎
骨
］
ソ
卜
称
ス
、
頚
部
二
於
テ
ハ
、
［
真
椎
骨
］
七
個
、
脊
柱
十
二
個
、
腰
部
一
一
於
テ
ハ
イ
フ
カ
ツ
ノ
’
セ
ン
サ
、
ツ
ヒ
五個ナリ、［仮椎骨］ハ薦骨一個、及上一一一個、或ハ四個ハ尾紙骨ヨリ
イ
ソ
、
カ
メ
小
子
成ル、
ツ
イ
ｂ
・ソ
五椎ハ［仮椎骨］卜輸云頚部一一於テハ、［真椎骨］七個、背住十
力
ツ
イ
カ
メ
ホ
子
ナ
、
ソ
一一個、腰部一一於テハ五個ナリ、［仮椎骨］ハ薦骨一個、及上三個、或
イ
ツ
、
ピ
ヒ
ハ
四
個
ハ
尾
髄
骨
ヨ
リ
成
ル
、
第
一
頸
椎
ハ
「
ア
タ
ラ
ス
」
卜
称
シ
、
体
ヲ
有
セ
ス
、
一
環
ノ
如
シ
、
即
チ
体
あ
ら
ノ位置二於テ、弓形ヲ呈ハシ、其前面ノ中央二於テ［結節」アリテ、
亦タ後面ノ中央一一於テ［間接窩］アリ、第二椎ノ歯状突起卜間接ス、
き
よ
く
し
よ
う
［
后
方
］
ハ
、
練
状
突
起
ノ
位
地
二
於
テ
一
緒
節
ヲ
有
ス
、
［
上
斜
突
起
］
ハ
、
ク
ワ
ー
ツ
キ
ヲ
サ
ナ
巨大楕円且シ凹陥シ、枕骨ノ課突起。／蔵ム、以テ屈伸ノ運動ヲ為ス、
［
下
斜
突
起
］
ハ
、
扁
円
且
シ
地
平
ニ
シ
テ
、
頭
頗
ノ
回
転
運
動
一
一
適
ス
、
横
突
起
ハ
甚
夕
長
展
ナ
リ
斜
突
起
ノ
内
側
一
一
於
テ
、
一
個
ノ
［
結
節
］
ア
リ
、
横
初
［松村、高木合著『解剖摘要』巻之三
ケ
カ
ン
躯
幹
諸
骨
ク
カ
ン
セ
キ
ッ
イ
チ
ウ
コ
ソ
パ
ン
キ
ョ
ウ
ト
ワ
躯
幹
ハ
、
脊
椎
柱
、
骨
盤
、
及
上
胸
瞠
ヨ
リ
成
ル
、
カ
ラ
ダ
ノ
ミ
キ
ど
ぷ
子
コ
シ
ホ
千
Ａ
千
丁
バ
ラ
(24）２１１ 
馬の彫刻家後藤貞行と解剖学
後藤は骨学について記したあと、靭帯（間接を強固にし、その運動を制御する弾力性に富んだ繊維性の組織）、関節、人体の諸筋な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
あ
と
の
記
述
は
、
田
口
の
『
美
術
応
用
解
剖
学
全
』
に
大
く
を
負
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
［後藤著「人体解剖』
人
体
ノ
諸
筋
頭
諸
筋頭
蓋
項
筋前
頭
筋
鼻
骨
ノ
前
面
上
顎
骨
ノ
前
頭
突
起
及
上
眼
窩
縁
ノ
全
部
二
起
り
起
始
ハ
顔
面
筋
ト
連
接
セ
リ
前
頭
骨
ノ
結
節
二
至
り
帽
状
腱
膜
二
終
ル
其
作
用
ハ
前
額
二
横
檗
ヲ
生
セ
シ
メ
眼
眉
ヲ
開
カ
シ
ム
後
頭
筋
後
頭
骨
ノ
上
半
月
伏
線
ニ
始
マ
リ
テ
膜
状
腱
膜
二
終
ル
（中略）
帽
状
腱
膜
前
後
両
頭
筋
ノ
共
有
セ
ル
腱
二
外
ナ
ラ
ス
頭
蓋
頂
筋
を
分
て
左
の
三
部
と
為
す
［
ご
前
頭
筋
前
頭
筋
は
鼻
骨
の
前
面
、
上
顎
骨
の
前
頭
突
起
及
ひ
上
眼
窩
縁
の
全
部
に
起
り耀鵠“騨噸、前頭骨の結節の部位に至りて帽状腱膜に終止す其作用
は
前
額
に
横
壁
を
生
せ
し
め
眼
眉
を
開
帳
せ
し
む
［二］後頭筋
後
頭
筋
は
後
頭
骨
の
上
半
月
状
線
に
起
り
帽
状
腱
膜
に
終
止
し
之
を
緊
張
せ
し
む［三］帽状腱膜
帽
状
腱
膜
は
前
後
頭
筋
の
共
有
せ
る
腱
に
外
な
ら
す
帯ヲ附ル、［髄孔］ハ、最大ナリ、
［
田
口
茂
一
郎
著
『
美
術
応
用
解
剖
学
全
』
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し
か
し
、
馬
に
関
す
る
著
訳
書
が
、
ぽ
つ
ぽ
つ
姿
を
み
せ
る
』
識
は
、
徐
々
に
学
問
的
に
も
深
ま
っ
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
何
事
に
よ
ら
ず
、
ま
じ
め
に
講
義
す
る
と
な
る
と
、
あ
る
て
い
ど
周
到
な
準
備
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
後
藤
は
馬
に
く
わ
し
い
、
と
い
っ
て
も
格
別
深
い
学
問
的
な
裏
付
け
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
知
識
に
し
て
も
単
に
馬
を
扱
っ
た
と
き
の
経
験
と
観
察
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
馬
に
関
す
る
著
訳
書
が
、
ぽ
つ
ぽ
つ
姿
を
み
せ
る
に
つ
れ
て
、
や
が
て
そ
れ
ら
に
も
目
を
通
す
よ
う
に
な
り
、
か
れ
の
馬
体
の
構
造
に
関
す
る
知
一
方
、
人
体
解
剖
に
関
し
て
は
、
馬
の
解
剖
学
的
研
究
に
比
べ
て
、
そ
れ
ほ
ど
興
味
を
も
っ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
授
業
を
行
な
う
必
要
上
、
付
け
焼
き
瞬
趾
ハ
長
短
ノ
両
屈
悶
筋
二
因
リ
テ
屈
曲
シ
長
短
ノ
両
伸
踊
筋
二
因
リ
テ
展
伸
シ
内
転
ノ
両
瞬
筋
二
因
リ
テ
第
二
趾
ヨ
リ
遠
隔
シ
或
ハ
之
二
近
接
セ
ラ
ル
、
ナ
リ
第
二
趾
ヨ
リ
第
四
趾
ハ
長
短
ノ
両
総
趾
屈
筋
及
上
騒
様
筋
二
因
リ
テ
屈
曲
シ長短ノ両総趾伸筋二因リテ展伸シ内外両種ノ転筋艫鍬諭計訊輻小
一
一
因
リ
テ
或
ハ
開
離
セ
ラ
ル
、
者
ナ
リ明治
二
十
九
年
第
一
月
後
藤
貞
行
用
要
領
大
腿
及
全
足
ハ
大
腰
内
腸
ノ
両
筋
二
因
リ
テ
上
挙
シ
縫
匠
筋
直
股
筋
恥
骨
筋
諸
内
転
股
筋
及
上
薄
肢
筋
ハ
此
両
筋
ヲ
補
佐
セ
リ
（中略）＊ 
踊
趾
は
長
短
の
両
屈
踊
筋
に
因
り
て
屈
曲
し
長
短
の
両
伸
麗
筋
に
因
り
て
展
伸
し
内
転
、
外
転
の
両
閏
筋
に
因
り
て
第
二
趾
よ
り
遠
隔
し
或
は
之
に
近
接
せ
ら
る
出
な
り
第
二
趾
よ
り
第
四
趾
は
長
短
の
両
総
趾
屈
筋
及
ひ
騒
様
筋
に
因
り
て
屈
曲
し
長短の両総趾筋に因りて展伸し内外両種の転筋蝦輌燕智劃麺小に因
り
て
或
は
集
合
し
或
は
開
離
せ
ら
る
Ｌ
も
の
な
り
美術応用解剖学終
要
領
９
 
大腿及ひ全足は大腰、内腸の両筋に困りて上挙し縫匠筋、直股筋、卯
』６
 
恥
骨
筋
、
諸
内
転
股
筋
及
ひ
薄
股
筋
は
此
両
筋
を
補
佐
せ
り
２
 
く
（中略）
馬の彫刻家後藤貞行と解剖学
刃的なにわか勉強をしたものであろう。従ってその知識は、うわすくり的なものであったかと思われる。そのためかれは医学専門書に
全面的にたよらざるを得なくなり、馬体のときとは異なり、何んら卓見をのべていない。
後藤の小伝を著わした田口掬汀は、後藤の馬体研究を評して「天下無敵」である、といい、絶大なる賛辞をおしまなかった。しかし、
後
藤
の
記
述
と
先
に
引
い
た
請
書
の
そ
れ
と
を
比
較
対
照
し
て
み
る
と
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
後
藤
の
す
ぐ
れ
た
見
識
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
ほ
め
言
葉
は
す
こ
し
割
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
時
、
西
洋
の
美
術
解
剖
学
書
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
講
義
の
準
備
も
「
か
れ
自
身
の
手
で
作
（他）
り上げねばな壱ｂなかった」後藤の苦労は、察してあまりがある。かれは篤学の士であった。
グー、'－，〆戸、〆■、'－，
１０９８７６ 
、＝ノ、－’■ロゴニーゴ、－'
注（１）小山正太郎「フォンタネジー」（『美術正論』第一巻・第一号所収）、’○頁。
（２）『菌工部大学校史料』（青史社、昭和五十三年七月）、一○六頁。
（３）当初「工作局美術校」と称したらしい（金子一夫『近代日本美術教育の研究ｌ明治・大正時代ｌ』中央公論美術出版、平成十一年四月）、一
四四頁。また螺遡聯認共編『明治学制沿革史全』（臨川書店、明治三十九年十二月初版、昭和四十四年八月複製版発行）、七九八頁を参照。
（４）隈元謙次郎「アントニオ。フォンタネージに就いて」（『美術研究』第九十四号所収、昭和ｕ・皿）、二一頁。および同著者の『蠅雑緬伊太利亜
美術家の研究』（一一一省堂、昭和十五年十一月）、一一七頁にも同引用文がみられる。
（５）『東京帝国大学五十年史上冊』の八五四ページには、「準講師」となっているが、『薗工部大学校史料』二四○頁）では、「美術学校中の
生理解剖学教授」とある。
『東京芸術大学百年史第一巻』（東京芸術大学百年史刊行委員会、昭和六十二年十月）、五五～五六頁。
同右、五十三頁。
注
（
７
）
の
五
言
隈元謙次郎「カッペレッティ及びサン・ヂョヴァンーーに就て」（『美術研究』第九十六号所収、昭和ｕ・皿）、七頁。
譲聯榊諺共著『東京美術学校』（日本文教出版株式会社、昭和五十二年三月）、四二頁。
の五一頁。
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〆へ/■、グー、グー､'－，グベグー、'－，グー､〆、
２０１９１８１７１６１５１４１３１２１１ 
曲一’、‐'、.ソ、＝里＝、=ソミロノ、.’、－ノ、－'
グー、’－，グー、’-，グー、〆､グー、／~、〆~、〆■、
３０２９２８２７２６２５２４２３２２２１ 
、－’、＿ﾉ、-ｸﾞ、-ﾉ、-ﾉ、‐’、."ﾐソ、.ノ、ン
田口掬汀「後藤貞行の伝」（『中央美術』第二十二号、昭和咀・５）、一七頁。なお後藤には実歴談（明治三十三年三九○○］に岩手県盛岡
高等女学校において講演し、のち『巌手学事彙報』されたもの）がある。これは貞行三代目の孫・吉村洋子の編著『楠木正成銅像の馬像を彫刻
した後藤貞行』（朝日新聞出版局出版サービス、平成九年六月）に収録されている（一一二頁～一四○頁）。
岡
倉
天
心
「
明
治
三
十
崖
『
岡
倉
天
心
全
集
第
『
岡
倉
天
心
全
集
第
注（皿）の四七七頁。
同高注同亀注
右村へ右谷へ
、光１０、１０
三雲一一
七一，の三了の
○幕四二編四
頁末七頁一七
◎⑰JJ｡’一Ｏ宝Ｐロ１－
慶応義塾の明治四年の入社帳には、後藤の氏名がない。田口掬汀の誤記か。
『馬事読本』（武揚》
注（卯）の一八頁。
同右。注注注
グー、グー、〆へ
２６２０２０ 
ミーソ、､〆田.〆
にのの
お－－
な九八
じ頁頁
｡。。
注
（
旧
）
の
一
○
四
舂
注（咀）の八八頁。
注（鋤）の二○頁。
了縞「鑪仁王尊の出来るまでＩ後藤
の四七七頁。
の一○四頁。
「明治三十年間の美術界」（日本美術院編『天心全集』所収（奥付なし、出版社不詳、大正十一年九月）、六六頁。
全集第四巻』（平凡社、昭和五十五年八月）、二二八頁。
全
集
第
三
巻
』
（
平
凡
社
、
昭
和
五
十
四
年
十
月
）
、
四
五
頁
。
『幕末維新懐古談』（岩波響店、平成七年一月）、三五八頁。
（武揚堂、昭和十八年三月）、三一頁。
良回顧録』（青蛙房、昭和三十六年四月）、九六頁。
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（似） ′￣、〆■、グー、〆■、'－，グー、グー、〆~、’－，グー、'－，４１４０３９３８３７３６３５３４３３３２３１ 、＿〆、￣、－'、.ン、､〆、－’、－ノミーノ、_’、－’ﾐﾛﾆ
た
ぐ
ち
か
ず
よ
し
田口和美（一八一二九～一九○四）は、日本の近代解剖学草創時代の功労者。はじめ林洞海について医学を修め、
に入り、おもに解剖学に力を注いだ。のち東京大学医学部教授。明治二十六年七月、「日本解剖学会」を興す。
注
（
妬
）
の
二
九
頁
。
に注注注注田往往往往注ぐらへへへへ中へ，－，ヘヘヘザ７２０１５１５修２０３３１５２０１５J：￣￣￣￣二一一一一一し
のののの弓の｝こののの九二九一後二お八二八
五四六一藤~な六一四頁頁頁八貞頁じ頁頁頁。００＝丘＝二｡□｡、、
「後藤貞行」（七四頁～一四三頁）（『近代日本最初の彫刻家』所収、吉川弘文館、平成六年三月）、八五頁。
の
二
八
頁
。
のに
一
｡０００。
のち下谷藤堂藩医学校兼病院
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ら
ず
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
一
部
省
略
し
た
も
の
も
あ
る
ｃ
なお、馬の柵造に関する略図（陸軍蹄鉄学舎訳『馬体外貌及基礎極
二葉添えたが、後藤の本文を理解する際の参考になれば幸いである。
つ
ぎ
に
掲
げ
る
も
の
は
、
後
藤
貞
行
の
馬
体
解
剖
に
２
むずかしい漢字には適宜ルビをふり、判読できな
らず添えられているが、一部省略したものもある。
馬
体
解
剖
マ
マ
骨ハ運動装置中ノ被動器関ニシテ趣（質硬ク其色白キヲ常トス
身体ノ諸骨相互一一連絡シテ馬体自然ノ位置一一保ダル、者之ヲ骨賂卜云フ
グ
、
か
ん
骨
賂
ヲ
大
別
シ
テ
躯
幹
骨
及
四
肢
骨
ト
ナ
ス
［資料］
き
よ
う
か
く
こ
躯幹ハ骨賂ノ重ナル部分ニシテ之ヲ分テーーー部トナス頭骨脊柱骨及胸廓骨是レナリ
骨
学
解
剖
学
馬
体
筋
学外貌
骨
学くかん
躯
幹頭骨
後藤貞行の馬体解剖についての手記本（現在「東京国立文化財研究所」蔵）である。旧字体は新字体に直し、
（不明）
｜ルビをふり、判読できないものは□としておいた。また｝」の稿本には、後藤じしんの手になる挿絵が少なか
（陸軍蹄鉄学舎訳『馬体外貌及基礎解剖図
込
全』明治別・７から抜粋し、筆者が手を加えたもの）を
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ipiliii 国 蘂囿團竺雪Ｌ国 －－ 園那匡尾勵圖 腿囿
囮 Wllllll1I1l 圃勵
函
嫁
園１歸冠 函 塑蹄
蕊眼窩顕顛 背椎鰊突起（磐甲）（リ０， [藝:L二 ii曇1雲 二圖迦》9Ａ＆ 
if雫i簿：１ 肩岬骨 鴬 骨酪』（ 肩脾縛関節 魎腿１
＄ 
叩ⅡⅢ割剛「「ノ
圃
團 函 腓骨頭
管骨一一Ｆ､ 一》 一一一》。・凸
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頭
骨
ハ
脊
柱
ノ
前
端
二
位
シ
之
ヲ
す
が
い
頭蓋
頭蓋ハ頭ノ上部ヲ占領スル骨一一
○
後
頭
骨
ハ
頭
ノ
上
後
部
ヲ
占
〆
ろ
ち
よ
う
こ
つ
噸
頂
骨
ハ
頭
蓋
ノ
前
中
央
部
ヲ
占
嶺
ぜ
ん
と
う
こ
つ
前
頭
骨
ハ
頭
蓋
ノ
前
方
ニ
ァ
リ
テ
顔
こ
ち
よ
う
○
胡
蝶
骨
ハ
頭
底
ノ
中
前
部
二
位
ス
し
こ
つ
は
ら
あ
赤
飾
骨
ハ
脳
蓋
ノ
下
部
二
位
シ
蜂
窩
こ
め
か
み
細
揃
骨
ハ
其
数
一
一
ア
リ
頭
蓋
ノ
両
顔面
先』ゆうし
○
大
上
顎
ハ
上
顎
ノ
外
側
二
占
位
シ
上
方
ノ
臼
歯
ヲ
保
存
ス
せつ。しゃく
小
上
顎
骨
ハ
頭
ノ
最
下
部
ニ
シ
テ
上
顎
ノ
犬
歯
及
切
歯
ヲ
容
置
ス
ル
所
ノ
歯
槽
ヲ
具
有
ス
ふ
た
鼻
上
骨
ハ
頭
ノ
前
下
部
一
一
シ
テ
鼻
腔
ノ
蓋
ヲ
作
為
ス
が
ん
か
○
一
咲
骨
ハ
眼
菓
（
目
の
く
ぼ
み
）
ノ
前
方
二
位
ス
け←んこつ
八
箇
ノ
対
骨
ト
ワ
ひ
と
つ
｝」
｜ハ下顎骨是レナリ
○
翼
状
骨
ハ
顔
骨
中
ノ
最
小
骨
ナ
リ
顔
面
ハ
頭
ノ
下
部
一
一
シ
テ
八
箇
ノ
対
骨
ト
ー
箇
ノ
不
対
骨
ヨ
リ
構
成
ス
超
い
じ
よ
う
が
く
こ
つ
八
箇
ノ
対
骨
ト
ワ
即
チ
大
上
顎
骨
小
顎
骨
鼻
上
骨
渡
涙
骨
瀬
骨
口
蓋
骨
翼
状
骨
噸
骨
（
ほ
お
ぼ
ね
）
ハ
眼
菓
ノ
外
口
蓋
骨
ハ
ロ
蓋
ノ
末
梢
ヲ
占
領
ス
頭
ノ
上
部
ヲ
占
領
ス
ル
骨
一
一
シ
テ
内
二
脳
ヲ
容
護
ス
ハ
頭
ノ
上
後
部
ヲ
占
〆
頂
ノ
基
礎
ヲ
作
為
ス
ば
ら
あ
な
脳蓋ノ下部二位シ蜂窩様ノ造構。／有ス
其
数
二
ア
リ
頭
蓋
ノ
両
側
一
一
占
位
ス
之
ヲ
区
別
シ
テ
頭蓋ノ前方ニァリテ顔面ノー部分ヲ作為ス
頭
ノ
上
後
部
ヲ
占
〆
頂
頭蓋ノ前中央部ヲ占領ス
ハ
眼
菓
ノ
外
方
二
位
ス
之
ヲ
小
分
シ
テ
頭
蓋
顔
面
ノ
ニ
ト
ナ
ス而シ
テ
七
個
ノ
扁
平
骨
ヨ
リ
成
ル
り
ん
と
よ
う
岩
状
部
鱗
状
部
ト
ー
ナ
ス
じよ》」つ
及
甲
介
骨
ニ
シ
テ
ー
ー
不
対
骨
ノ
｜
ハ
鋤
骨
(32）２０３ 
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○○○ トス脊
柱
ハ
椎
骨
ヨ
リ
成
ル
之
ヲ
別
テ
頸
椎
脊
椎
腰
椎
薦
骨
及
七
尾
椎
ノ
五
部
ト
ナ
ス
頸椎ハセ箇ノ椎骨ヨリ形成ス其第一一一位スルモノヲ戦域ト調上第二ヲ枢軸ト云う是し特別二称スル名ナリ頸椎ハ他汗椎
１列ⅢⅡ胸ｌｌｌｊ二酬灼ハ十帳Ⅲ服Ⅲ鼈Ⅷ脈大川榊状（練ば“いばら“の意）突起ハ長ク最均ノハハ個二在テハ
脊
柱
骨く
つ
脊
柱
骨
ハ
屈
こ
う
か
い
灸｝わめ
甲
介
骨
ハ
其
質
極
テ
簿
ク
其
数
四
有
り
とよ・」つ
鋤
骨
ハ
不
対
ニ
シ
テ
鼻
中
隔
ノ
大
部
ヲ
造
ル
か
が
く
こ
つ
下
顎
骨
（
し
た
あ
ご
の
骨
）
ハ
ー
ッ
ノ
骨
体
ト
ニ
ノ
骨
枝
ト
ー
区
別
ス
骨
体
ハ
し
よ
う
こ
つ
下顎ノ切歯卜犬歯ヲ受容スル歯槽ヲ保有スーーノ骨枝ハ各顕骨卜関接ヲ作為シ
液
〃くつ‐と。つ
い
つ
こ
う
す
い
こ
う
屈
僥
（
ま
が
る
）
ス
ヘ
キ
長
幹
ヲ
ナ
シ
テ
頭
ヨ
リ
尾
二
至
り
内
二
一
溝
（
み
ぞ
）
ヲ
有
ス
名
ケ
テ
髄
溝
卜
云
イ
脊
髄
ノ
安
居
ス
ル
所
き
よ
う
ろ
う
胸
廊
骨
胸
廊
骨
ハ
｜
両
側
ハ
肋
骨
下
シ
テ
目
ラ
瞥
叩
低
シ
薦
骨
ハ
五
個
椎
骨
方
ハ
尾
骨
ト
関
接
ス
ぴ
て
い
こ
つ
尾椎一名尾紙骨ハ
密
甲
高
シ
後
方
二
向
フ
モ
ノ
ト
ス
腰
椎
ハ
六
個
ノ
椎
骨一」つつ
ク
ハ
｜
ノ
腔
窩
ヲ
作
為
シ
テ
中
一
一
重
要
ナ
ル
呼
吸
循
環
ノ
器
関
ヲ
含
有
ス
而
シ
テ
其
基
骨
ノ
上
方
ハ
脊
椎
肋
骨
下
方
ハ
胸
骨
ヨ
リ
成
ル
ゆ
ら
や
く
五
個
椎
骨
膠
着
シ
テ
成
ル
者
ニ
シ
テ
は
な
は
だ
六個ノ椎骨ョⅡソ成ル其横突起ハ甚長ク幅広クシテ此部ノ運動ナラス。畔繩歸蠅鏥悲紳齪涯 やや
十
二
個
或
ハ
十
八
個
ノ
小
ナ
ル
椎
骨
ヨ
リ
成
ル
両
腸
骨
ノ
間
二
在
テ
之
卜
堅
ク
癒
着
ス
而
シ
テ
前
方
ハ
腰
椎
後
上
縁
一
天
臼
歯
ヲ
受
ク
ル
歯
槽
ヲ
存
有
ス
202（33） 
有
ス
是
し
縛
骨
卜
関
節
ス
縛骨ハ長骨ニシテ斜一一上前方ヨリ下後方一一向上其上端ニハ肩岬骨，
（不珊）
起トヲ有ス又下端ニハ□骨ト関節スル所ノー一個ノ関節面ヲ有ス
と
う
こ
つ
前脾骨ハー一個ノ長骨ヨリ成ルーヲ僥骨一ヲ尺骨ト云う此ノー一骨ハ
前
足
骨
ハ
腕
骨
腕
前
骨
及
趾
骨
ヨ
リ
｝
わ
ん
こ
つ
腕
骨
ハ
七
個
ノ
小
骨
ヨ
リ
集
成
シ
上
下
一
下列ハ三個ノ骨ニテ成り腕前骨卜云う
スル者ナリ
０こつつこつ
僥
骨
ハ
殆
ト
真
綿
二
占
位
ス
ル
長
骨
ニ
シ
テ
其
尺骨ハ僥骨ノ後面一一附着スル骨一一シテ其
前
足
骨
ハ
腕
骨
腕
前
骨
及
趾
骨
ヨ
リ
形
成
ス
ぜ
ん
し
こ
つ
前
肢
骨
前
肢
骨
ハ
左
げ
ん
こ
う
こ
つ
一肩岬骨ハーニ
ニ
ニ
ア
下列ハニ一個ノ骨ヨリ成り腕前骨ト関節ス腕骨ハ膝ノ基礎ナリ
匙ばくこつ曰疋レ縛骨卜関節ス 左右各肩岬
骨
脾
骨
前
鱒
骨
及
足
骨
ヨ
リ
形
成
ス
三角形ノ扁平骨ニシテ前下方二斜メニ位シ軟部二依リテ胸壁二附着ス而シテ其上端二軟骨アリ下端ニハ此窩ヲ
胸骨ハ胸腔ノ下床ヲ形成スル骨ニシテ其両面二八個ノ関節面ヲ有ス是レ真肋軟骨ノ附着スル所ナリ
ろ
つ
こ
つ
肋骨ハ弓形ノ延長骨ニシテ胸廊ノ両側二各十八個アリ最初ノ八個ハ直二胸骨ト関節スルヲ以テ之ヲ
し
ん
ら
つ
こ
つ
真肋骨ト謂上次ノ十個ヲ仮肋骨ト称ス是レ直接二胸骨二附着セサルヲ以テ此名アリ各肋骨ノ上端ハ皆
ナ脊椎卜関節ス而シテ真骨卜軟骨ノー部分ヨリ成り骨ノ部分ハ上方ニシテ軟骨ノ部ハ下方ニァリ
四
肢
ヲ
大
別
シ
テ
前
肢
骨
後
肢
骨
ノ
ニ
ト
ナ
ル
し
し
四
肢
一列ヲ作為ス上列ハ四個ノ骨一一テ成り其一ハ他骨ノ後方外部二位ス之ヲ腕豆骨卜云う
其上端ハ
其
上
端
ヲ
縛
骨
下
端
ハ
お
う
し
こ
う
鴬
噛
項
卜
云
う
カ
ン
肩岬骨ノ吹凹二受容セラル、所ノ頭トー一個ノ関節セル所ノ大突
コ
ア
ナ
わ
ん
こ
つ
腕骨トー関節スひじ
鴬噌項ハ肘〃／基礎。／作為ス
幼
稚
ノ
時
ハ
相
分
離
ス
ト
雌
モ
年
長
ス
ル
ニ
従
上
互
二
癒
着
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髄骨ハ
間
二
位
ス
し
つ
が
い
こ
つ
ノ
前
方
二
円
形
ノ
骨
ア
リ
之
ヲ
膝
蓋
骨
ト
称
ス
ハ五個一一シテ皆小ナリ
ノ
頭
ヲ
受
容
ス
ル
所
ナ
リ
ふ
ぜ
ん
こ
つ
鮒
前
骨
ハ
一
一
｜
個
ノ
長
骨
ニ
シ
テ
前
肢
骨
附
前
骨
以
下
ノ
諸
骨
ハ
前
肢
卜
異
ナ
ラ
ス
フ
後
足
骨
ハ
附
骨
附
前
骨
及
上
趾
骨
ヨ
リ
形
成
ス
ア
ン
ノ
コ
プ
ラ
附骨ハ前肢ノ腕骨二相当スル者一一シテ六個或ハ七個ノ短骨ヨリ成り又腕骨ノ如ク上下一一列ヲ形為ス
キ
ョ
ひ
た
ん
コ
ン
即
チ
前
方
ニ
ァ
リ
テ
脛
骨
ト
関
節
ス
ル
モ
ノ
又
距
骨
卜
云
上
後
方
ニ
ァ
リ
テ
飛
端
ヲ
形
成
ス
ル
者
ヲ
眼
骨
卜
云
フ
ト
ゾ
ル
ク
ヒ
ス
あ
ら
股骨一名大腿骨ハ対骨ニシテ円柱形ヲ顕ハシ其上端ハ髄骨ト関節シ下端ハ脛骨卜関接ス
脛
骨
ハ
脛
ノ
主
要
骨
ニ
シ
テ
股
骨
ト
附
骨
ト
ノ
間
一
一
在
り
而
シ
テ
此
骨
ノ
外
後
方
二
細
キ
骨
ア
リ
テ
附
着
ス
之
ヲ
腓
骨
卜
云
フ
又
夕
股
脛
関
接
か
ん
こ
つ
こ
こ
つ
後
肢
骨
ハ
髄
骨
股
骨
髄
骨
ハ
有
対
骨
一
一
シ
テ
種
子
骨
モ
三
個
ア
リ
二
個
ハ
大
ニ
シ
テ
｜
ハ
小
ナ
リ
大
種
子
骨
ハ
謝
小種子骨一名□様骨ハ冠骨卜蹄骨トノ関節ノ後方一一占位ス
こ
う
し
こ
つ
其他種子骨之一一附属ス
腕
前
骨
ハ
三
個
ノ
長
骨
ヨ
リ
成
ル
即
チ
主
腕
前
骨
主
腕
前
骨
ハ
主
ナ
ル
骨
一
一
シ
テ
｜
名
管
骨
卜
称
ス
後
肢
骨三骨
ヨ
リ
成
り
｜
ヲ
腸
骨
一
ヲ
坐
骨
一
ヲ
Ⅲ
骨
卜
云
う
腸
骨
ハ
前
方
ニ
ア
リ
テ
坐
骨
ハ
後
方
二
存
シ
耽
骨
ハ
腸
骨
一
一
骨
ノ
中
脛
骨
及
上
足
骨
ヨ
リ
形
成
ス
さ
せ
い
其
形
規
正
ナ
ラ
ス
他
側
ノ
対
骨
ト
癒
着
ス
ル
ヲ
常
ト
ス
前
肢
骨
ノ
腕
前
骨
二
於
ケ
ル
カ
如
ク
内
外
ノ
副
腕
前
骨
是
ナ
リ
し
こ
つ
ケ
イ
趾
骨
ハ
其
数
三
個
ア
リ
第
一
位
ノ
骨
ヲ
繋
骨
卜
云
ヒ
プ
ナ
ク
即
チ
主
鮒
前
骨
内
外
ノ
副
鮒
前
骨
是
ナ
リ
二
個
ニ
シ
テ
繋
骨
ノ
上
方
後
部
二
占
位
ス
而シテ髄骨ノ中央一一
カ
ン
マ
マ
ノ
吹
窩
ァ
之
ヲ
体
臼
ト
称
ス
コ
ア
ナ
第
二
ヲ
冠
骨
第
三
ヲ
蹄
骨
ト
云
う
而シテ其上列一一二骨アリ
又
下
列
ノ
諸
骨
ハ
四
個
或 股骨
200（３５） 
以
上
鼻
梁
ノ
諸
筋
卜
調
う
其
作
用
ハ
ロ
角
ヲ
上
二
製
キ
或
ハ
鼻
ノ
外
翼
上
唇
及
口
角
ヲ
挙
ヶ
或
ハ
上
唇
ノ
ミ
挙
上
シ
或
ハ
鼻
ノ
外
翼
ヲ
外
方
及
こ
か
つ
や
く
二
引
一
ナ
鼻
孔
ヲ
開
帳
シ
或
ハ
下
唇
ヲ
上
唇
ヨ
リ
遠
ヶ
且
ツ
ロ
ヲ
括
約
シ
（
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
）
食
物
ヲ
臼
歯
ノ
下
二
送
致
ス
シ
ヨ
シ
ヤ
ク
咽ク辮筋
瓢
纈
顎
ノ
筋
卜
云
脊
柱
ノ
諸
筋
多
数
ノ
筋
ア
リ
テ
逓
つ
じ
ゆ
が
く
頭
ノ
諸
筋
ハ
頭
ノ
諸
骨
ヲ
被
包
シ
興
唇
頬
両
顎
等
ヲ
運
動
セ
シ
ム
而
シ
テ
其
重
ナ
ル
モ
ノ
ハ
鼻
梁
ノ
譜
筋
及
翻
瓢
顎
ノ
諸
筋
ト
ー
ス
ろ
こ
つ
筋ノ組織等ハ
頭
ノ
諸
筋
骨
学
終らつ
ば
卿
叺
筋
固
有
挙
筋
だ
い
じ
よ
う
が
く
大
上
顎
鼻
筋
下
唇
下
型
筋
環
唇
筋
鼻瀬
上骨
唇唇
筋筋
筋
学
織
等
ハ
人
体
ノ
部
二
陳
述
ス
こ
め
か
み
瀕
纈
筋
脊
椎
ヲ
被
上
之
ヲ
運
動
セ
シ
ム
即
チ
頸
椎
ノ
上
部
二
位
ス
ル
諸
筋
ハ
頭
ヲ
頸
ノ
上
二
伸
ハ
ス
モ
ノ
ァ
リ
或
ハ
椎
骨
ヲ
互
二
伸
顕
識
顎
関
節
ノ
周
辺
二
集
合
シ
共
一
一
両
顎
骨
ヲ
運
動
セ
シ
メ
又
接
近
異
ル
ノ
作
用
ヲ
ナ
ス
や
や
且
シ
人
体
卜
梢
相
似
タ
ル
カ
故
二
之
。
／
省
略
ス
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－
羽
Ｐ
■
■
ロ
ヰ
ー
ゲ
胸腹及腹壁ハ許多ノ筋
膚
ヲ
噸
動
シ
蚊
蝿
等
ヲ
払
う
わ
上
頚椎ノ下方二位スル筋ニシテ頭頚ノ屈曲作用ヲ営ム殊二乳頭縛筋ハ頭ヨリ脾骨二抵ル長大ノ筋ニシテ運動●中肝要ナル作用ヲ
為ス即チ筋ノ支点頭一一有キハ前肢ヲ前出シ又肢二存スルルトキハ頭頸ヲ一方二傾ヲ者トス
長
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
ひ
じ
よ
う
さ
ん
脾
状
筋
ち
よ
う
夫
】
よ
く
志
ん
腸
練
筋
脊腰ノ諸筋一一シテ
胸
腹
ノ
諸
筋 けいじ
ん
先
い
ざ
く
じ
よ
う
以上ノ諸筋〈頚靭帯ノ両側ニァリ頚靭帯ハ弾力繊維性ノ索縄及靭帯ノー部ヨリ成ル者ニシテ脊椎ヨリ頭一一至ル
一肩岬角筋
り
ょ
う
け
いき
よ
き
ん
大小鋸筋
後
小
鋸
筋
外
肋
間
筋
大
背
筋
胸
骨
顎
骨
筋
乳
頭
脾
筋
菱
形
筋
そ
う
ほ
う
き
ん
僧
帽
筋
横突起間頸筋
あ
ま
た
許
多
ノ
筋
ニ
テ
構
成
ス
其
最
モ
広
キ
筋
ハ
皮
膚
ノ
真
下
ニ
ア
リ
テ
他
ノ
諸
筋
ヲ
被
包
ス
之
ヲ
動
皮
筋
卜
云
う
其
作
用
ハ
皮
或二肩ノ上一一作用ヲ為スモノアリ
ば
く
こ
つ
鱒
骨
ヲ
後
上
方
二
致
シ
或
ハ
脊
椎
及
腰
椎
ヲ
強
ク
伸
長
ス
ル
作
用
ヲ
為
ス
198（37） 
為
ス肩
ノ
諸
筋
ハ
肩
岬
骨
ノ
転又ハ外転スルモノァリ
前
肢
ノ
請
骨
ヲ
被
包
ス
ル
所
ノ
諸
筋
ハ
柵
シ
テ
発
育
大
ニ
シ
テ
強
キ
長
腱
ヲ
有
ス
而
シ
テ
其
腱
ノ
作
用
ハ
筋
ノ
権
緒
カ
ヲ
遠
ク
骨
二
及
ホ
ス
者
ト
ス
之
ヲ
大
別
シ
テ
肩
縛
前
脾
及
足
ノ
諸
筋
ト
ナ
ス
内
肋
間
筋
は
く
肋
部
ノ
諸
筋
ニ
シ
テ
胸
腸
ヲ
作
為
シ
其
ノ
ァ
ル
者
ハ
呼
吸
作
用
ヲ
為
シ
大
鋸
筋
ハ
肩
及
騰
ノ
運
動
ヲ
起
シ
或
ハ
胸
壁
二
懸
ル
帯
ノ
作
用
ヲ
営
腹
ノ
諸
前覧筋大
肢モニ直
ノシ腹
諸テ筋
筋
膳
内
転
筋
以
上
ソ
モ
ノ
ヲ
肩
ノ
諸
筋
ト
云
う
脾
ノ
諸
筋
き
よ
く
と
よ
う
士
】
ん
練
上
筋
大
斜
腹
筋
小
斜
腹
筋
肩
ノ
諸
筋
鰊
下
筋
短長
外外
転転
鱒牌
筋筋
肩
岬
骨
ノ
周
囲
一
一
ア
リ
テ
皆
縛
骨
二
作
用
ヲ
為
ス
即
チ
縛
骨
ヲ
伸
長
ス
ル
モ
ノ
ァ
リ
或
ハ
之
ヲ
屈
曲
ス
ル
モ
ノ
ァ
リ
或
ハ
之
ヲ
内
腹
壁
ヲ
形
造
シ
且
脊
柱
ヲ
屈
曲
シ
呼
気
ノ
作
用
ヲ
ナ
ス
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側
趾
骨
伸
筋
前縛部ノ諸筋中ニテ梼骨ノ前一一位スル諸筋ニシテ其内二筋ノーへ即チ前腕前伸筋ハ僻容倒立セル円錐形ノ筋ニシテ其作用ハ足ヲ
腕
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ヲ
分
ツ
テ
ニ
部
ト
ス
曰
上
部
即
チ
脳
部
日
下
部
即
チ
額
部
上
部
ハ
高
潤
一
一
シ
テ
下
部
ハ
高
直
ナ
ル
ヲ
善
ト
ス
は
な
ば
し
ら
ほ
う
ら
い
の
け
と
き
ん
頭
毛
（
蓮
来
毛
）
又
斗
市
中
毛
さ
ん
も
う
頭
毛
ハ
頭
上
ノ
襄
毛
ニ
シ
テ
両
耳
，
項
ハ
両
耳
ノ
間
二
頭
ト
頸
ト
ノ
接
合
点
ヲ
占
領
シ
後
頭
ヲ
基
礎
ト
ス
此
部
ハ
広
澗
隆
起
シ
ァ
ル
ヲ
善
ト
ス
鼻端 鼻梁 額
ひ
た
い
額
鼻
湿
ヒ
タ
イ
ハ
ナ
ハ
筌イチ
（一番） 鼻梁ハナハ
シ
ラ
鼻
端ハナワ
ヰ
両
耳
ノ
問
二
在
り
ｷﾞロ
カ
イ
か
い
頬
頬
膿
頬
耳
丁
。
ア
ト
ア
ゴ
．
．
；
、
長短度二適シ細繊柔軟ニシテ光沢アリテ連絲ノ如クナルヲ善トス辨檸”ハ細帳匁塔
セ
ツ
ジ
ユ
顕
纈
（
こ
め
か
み
）
眼
孟ミホソ
ポ
ケ
フ
眼
頬
鼻
孔
頤
〆
ボ
ク
ハ
ナ
ノ
ア
ナ
ヲ
ト
カ
ィ
190（４５） 
じ
よ
う
が
く
ロ
ハ
頭
ノ
前
端
二
位
シ
テ
両
唇
二
始
り
口
蓋
ノ
先
二
終
り
上
顎
骨
ト
下
顎
骨
ト
ヲ
其
基
礎
ト
ス
、
ロ
ハ
左
ノ
部
分
ヲ
善
ク
点
検
ス
可
シ
い
か
つ
き
く
さ
お
り
唇、歯、街受舌溝、舌唇（上唇、中央ヲ糠付卜云う又両脇ヲ草折卜云）
み
施
両
唇
ハ
其
色
濃
深
其
質
織
密
ニ
シ
テ
厚
薄
開
裂
其
度
二
適
シ
飲
食
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
常
二
密
閉
シ
漫
リ
ニ
開
カ
サ
ル
ヲ
善
ト
ス
其
色
濃
深
□
露
ナ
レ
ハ
良
種
ニ
シ
テ
其
質
撤
密
ナ
レ
ハ
鋭
敏
ナ
ラ
ン
又
厚
唇
薄
唇
、
深
唇
、
浅
唇
、
下
唇
下
垂
シ
テ
密
閉
セ
サ
レ
者
ア
リ
左
二
之
ヲ
詳
カ
ニ
ス
く
つ
わ
み
厚唇ハ顔面ノ品格ヲ損シ街身ノ作用ヲ過劇ナラシム深唇ハ街身ヲ十分一一支悠虫ル「‐‐能ハサルヲ以テ臼歯二強接シ街受ノ中央
二作用セス為メニ其効用ヲ失う浅唇ハ、食物ノ採取一一使ナラサル、ミナラス街身ノ効用ヲ妨ヶ牙歯ノ痒痛ヲ醸スヘシ
垂
唇
ハ
下
唇
常
二
無
下
シ
唾
液
ヲ
流
下
シ
テ
老
馬
弱
馬
二
最
多
キ
者
ニ
シ
テ
実
役
一
一
害
有
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
其
外
観
モ
宜
シ
ヵ
ラ
ス
唇
毛
ハ
両
唇
一
一
疎
毛
ノ
散
在
ス
ル
有
リ
テ
外
物
ノ
剛
柔
等
ヲ
弁
知
ス
ル
者
ナ
リ
は
み
あ
た
り
ぜ
い
し
街
当
ハ
牡
馬
二
在
ラ
ハ
牙
歯
ト
臼
歯
ト
ノ
間
又
ハ
牝
馬
ニ
在
テ
ハ
唾
歯
ト
臼
歯
ト
ノ
間
ヲ
云
う
牝
馬
ニ
ハ
牙
歯
ヲ
生
ス
ル
「
‐
‐
少
ナ
シ
又
ゆ
こ
ん
ふ千ｏグミしり
内
傷
二
羅
リ
易
キ
部
ニ
シ
テ
此
部
二
数
多
癒
痕
有
ル
ヲ
邦
俗
二
之
ヲ
古
ロ
ト
云
う
し
た
み
ぞ
舌
溝
ハ
下
顎
骨
ノ
両
枝
ノ
中
間
二
占
位
シ
其
内
二
舌
ヲ
寄
寓
セ
シ
ム
ー）ヘト
舌
ハ
舌
溝
ヲ
其
居
室
ト
為
は
み
う
け
舌
ハ
其
色
淡
紅
ニ
シ
テ
ロ
外
二
垂
下
セ
ス
厚
薄
其
度
二
適
シ
テ
下
唇
及
上
街
受
ト
水
平
二
位
シ
且
シ
疵
ナ
キ
ヲ
善
ト
ス
た
れ
し
た
あ
っ
し
た
う
す
し
た
へ
び
し
た
垂
舌
日
厚
舌
曰
薄
舌
曰
蛇
舌
垂
舌
ハ
常
二
口
外
二
垂
下
セ
ル
者
ヲ
一
室
厚
舌
ハ
舌
ノ
厚
サ
過
度
ナ
ル
カ
故
舌
溝
ノ
内
二
常
居
ス
ル
ナ
ク
街
受
ノ
作
用
充
分
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
く
つ
わ
う
け
薄舌ハ簿キカ故二舌溝ト平橲セサルヲ以テ街身ノ作用二街受ヲ保護スル１不能
蛇
舌
ハ
故
ナ
ク
シ
テ
断
へ
ス
ロ
外
二
出
入
ス
ル
者
一
一
シ
テ
外
見
甚
善
ナ
ラ
ス
ガ
イ
頬アト
ア
ゴ ロム舌
又
舌
一
一
四
種
ア
リ
曰
(46）１８９ 
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耳ノ失格一一二有リ
今鐵耳品ＷⅡ
垂
耳
ハ
耳
部
広
長
ニ
シ
テ
萱
又
耳
ハ
気
質
ヲ
鑑
知
ス
ル
ノ
明
鏡
一
一
シ
テ
憤
怒
ス
ル
時
ハ
後
一
一
シ
其
悦
ス
ル
時
ハ
前
一
一
ス
馬
体
中
尤
注
意
ス
ル
ベ
キ
者
ニ
シ
其
喜
怒
二
依
（不明）
テ
耳
ノ
位
置
ノ
替
ル
１
数
種
ア
リ
激
戦
ノ
面
ヲ
画
キ
彫
刻
ス
ル
□
二
耳
ヲ
前
方
二
向
ク
ル
時
二
注
意
ス
ル
ヘ
シ
必
ラ
ス
後
方
二
伏
ス
可
シ
又
ス
気
カ
モ
又
愚
ナ
ル
可
シ（不一
育
馬
ハ
数
其
耳
ヲ
［
リ
タ
シ
腺
ハ
頬
ノ
後
方
ニ
シ
テ
頭
ノ
前
方
二
位
シ
下
顎
骨
ノ
両
枝
ノ
連
接
点
ヲ
其
基
礎
卜
為
ス
ｂ
 
さ
い
此
部
ハ
尖
二
過
キ
ス
円
二
失
セ
ス
其
皮
膚
柔
軟
繊
密
ナ
ル
ヲ
良
ト
ス
若
シ
豊
円
多
肉
ナ
ル
ト
キ
ハ
聰
鎖
感
触
遅
鈍
ナ
リ
ヌ
、
尖
鋭
少
肉
ナ
と
る
（不明）
ゆ
え
も
つ
と
レハ偲鎖劇烈二渉ルヘシ又月采馬具ニテ采トキハ□此１ナシトキ尖鋭豊円ナリ者ハ外見良シカラサル故枝術者ノ尤注意ア
、ヲ善トス
顕
纈
ハ
耳
ノ
下
方
眼
ノ
上
方
二
位
シ
テ
頬
ト
額
ト
ノ
中
間
ヲ
占
ム
左
右
相
開
キ
清
潔
無
疵
ナ
ル
善
ト
ス
又
老
馬
一
一
ハ
此
部
ヨ
リ
白
毛
ヲ
生
ス
や
や
耳
ハ
頭
上
二
於
テ
頭
毛
ノ
両
側
二
位
シ
基
礎
ハ
軟
骨
ナ
リ
耳
ハ
其
上
端
梢
々
前
方
二
傾
キ
が
い
こ
う
頬
溝
、りょうい
頬
溝
ハ
腿
ノ
ノ
後
方
両
頤
み
み
さ
い
ガ
イ
頬
ハ
唇
ノ
後
方
ニ
シ
テ
臆
ノ
前
方
ヲ
云
う
其
中
心
二
於
テ
隆
起
ア
リ
之
ヲ
頬
中
ト
云
う
こ
め
か
み
顕
顎 耳 ざ坤臆（あご）
（不明）
（不明）
数
其
耳
ヲ
□
カ
シ
ー
プ
止
マ
ス
聾
馬
ハ
動
揺
ス
ル
「
１
少
シ
馬
ヲ
相
ス
□
者
注
意
ス
ヘ
シ
（両あご）ノ間一一占位ス
常
二
垂
下
ス
豚
耳
（不明）
豚
耳
ハ
其
身
部
垂
耳
ヨ
リ
長
大
ニ
シ
テ
其
垂
下
最
甚
シ
此
両
者
外
見
良
シ
カ
ラ
サ
ル
ノ
□
ナ
ラ
マ
マ
長
カ
ラ
ス
シ
皮
膚
繊
密
二
脈
絡
ノ
箸
シ
ク
外
二
現
ル
188（４７） 
良
ト
ス
ひ
か
ん
（不明）
け
ん
眼
ハ
顔
面
ノ
両
側
二
位
シ
其
開
披
潤
大
転
勤
自
在
ニ
シ
テ
遠
ク
両
□
ヲ
隔
テ
、
眼
光
清
和
ニ
シ
テ
其
眼
瞼
ハ
青
色
ヲ
滞
上
透
明
角
膜
ハ
凸凹其度一一モ適シ虹彩ハ暗所一一開帳シテ明地二集縮スルヲ美トス
凹
凸
其
度
一
一
適
ス
ル
ハ
視
力
完
全
ニ
シ
テ
遠
近
－
一
達
ス
老
彩
ハ
開
閉
自
由
ナ
ル
ハ
眼
機
ノ
鋭
敏
ナ
リ
（不明）
こ
め
お
ほ
め
ち
か
め
と
お
め
眼
不
善
ナ
ル
者
□
四
種
ア
リ
曰
小
眼
曰
【
』
眼
曰
近
視
眼
曰
遠
視
眼
け
ん
し
小
眼
ハ
眼
球
小
二
眼
窩
ノ
深
奥
二
沈
潜
シ
厚
キ
眼
瞼
（
ま
ぶ
た
）
二
被
ハ
レ
動
揺
ノ
活
溌
ナ
ラ
サ
ル
者
ヲ
云
う
之
ヲ
俗
一
一
束
眼
（
ぶ
た
の
よ
う
な
し
っ
と
も
ら
ん
目
）
ト
ー
称
ス
外
見
尤
悪
ク
性
質
獺
漫
（
な
ま
け
る
）
ナ
ル
者
ナ
リ
う
し
め
（不明）
（不明）
巨
眼
ハ
一
名
牛
眼
ト
称
シ
其
透
明
角
膜
ノ
発
育
広
大
ニ
シ
テ
且
凹
形
ナ
ル
者
ヲ
云
又
多
□
ハ
近
視
眼
ニ
シ
テ
其
馬
甚
活
気
二
之
□
此
種
ハ
鼻
孔
ハ
鼻
唯
は
な
の
あ
ぼ
鼻
孔
其
呼
吸
ハ
調
ホ
プ
イ
頬
ハ
頭
ノ
左
右
一
一
占
位
シ
テ
唇
及
上
両
眼
顕
纈
鼻
梁
頤
聰
等
卜
境
界
セ
リ
オ
ト
カ
イ
鼻
孔
ハ
鼻
腔
ノ
前
端
一
一
位
シ
広
澗
ニ
シ
テ
常
二
潤
上
有
り
会
テ
灰
白
色
ノ
流
液
ヲ
出
サ
、
ル
ヲ
好
ト
ス
巨
眼
ハ
一
名
牛
眼
ト
称
シ
其
透
明
角
膜
ノ
発
育
広
大
一
一
シ
か
つ
ち
よ
う
眼
瞼
ノ
潤
張
セ
ル
良
眼
卜
混
ス
ル
１
ア
リ
故
二
注
意
ス
ヘ
シ
近
視
眼
透
明
角
膜
凹
過
ナ
ル
者
ヲ
$頤イ
イ
頬孑
調
子
最
モ
正
シ
ク
（三ヶ月骨）ト云う
（ほお）
（吹嵐）
ル者ナリ
眼
孟
ハ
眼
ノ
直
上
二
位
シ
此
部
深
ケ
レ
ハ
馬
ノ
品
位
善
ナ
ラ
ス
又
老
馬
ナ
ル
カ
或
ハ
疲
労
セ
シ
馬
ハ
甚
深
シ
え
が
な
る
べ
く
又
激
戦
ノ
面
等
ニ
ハ
最
大
二
画
キ
又
彫
刻
ナ
ス
可
シ
且
又
色
ハ
成
可
粘
膜
、
薄
ア
イ
墨
色
ニ
テ
光
沢
ノ
ァ
ル
程
か
ん
う
眼
孟眼め
(48）１８７ 
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頸
ハ
美
術
上
最
注
意
ス
ヘ
キ
者
一
一
シ
テ
乗
用
農
田
ラ
サ
ル
ヲ
善
ト
ス
又
是
ヲ
面
卜
縁
ト
端
ト
ー
一
区
別
ス
頤
ハ
馬
面
ノ
両
側
二
位
シ
二
三
ヶ
月
卜
云
う
程
ナ
レ
ハ
き
面
ハ
頸
ノ
平
カ
ナ
ル
部
ニ
シ
テ
左
面
右
面
卜
云
う
上
縁
ハ
頂
二
起
り
霧
甲
一
一
終
ル
此
部
ハ
簿
キ
ヲ
可
ト
ス
ち
ん
（不明）
下
総
（
鼻
づ
な
）
ハ
両
顎
二
起
り
胸
二
止
ル
此
部
上
ヨ
リ
手
ヲ
以
テ
□
ナ
デ
下
口
シ
少
シ
モ
滞
ナ
キ
ヲ
ョ
シ
ト
ス
レ
フ
ぜ
ん
そ
の
頸
ハ
其
前
方
ハ
頭
卜
連
リ
後
方
ハ
震
甲
及
レ
」
肩
胸
ト
接
シ
頸
椎
骨
頸
靭
帯
及
上
気
管
胃
管
ヲ
其
基
礎
ト
ス
頸
ハ
美
術
上
最
注
意
ス
ヘ
キ
者
一
一
シ
テ
乗
用
農
用
共
一
一
各
美
格
ア
リ
乗
用
ニ
ハ
最
薄
ク
シ
テ
梢
長
キ
ヲ
好
ミ
農
用
ニ
ハ
簿
ク
シ
テ
過
長
ナ
､ 
頸＆
し
言
う
ん
〃
と
（平頸）
さ
ん
た
ん
剃
髪
ハ
其
根
ョ
Ⅲ
ソ
斐
断
（
立
髪
ハ
左
右
ヨ
リ
削
薄
シ
し
つ
１櫛（／、し）形
かい
（不珊）
。
Ｃ
芥
滴
Ｑ
Ｊ
（
□
法
師
）
４
箱
髪
５
結
髪
（不販）
等
有
川
ソ
テ
各
曰
本
調
子
□
一
ぶ
つ
か
む
り
卜
唱
フ
下
顎
骨
ノ
後
部
ノ
下
縁
ヲ
其
基
礎
ト
ス
よ宜
ク
注
意
ス
可
シ
タ
チ
ガ
ミ
上
縁
ノ
全
裡
中
長
毛
ノ
生
ス
ル
者
是
レ
ヲ
霞
毛
卜
名
ツ
ク
タ
チ
カ
ミ
ハ
柔
軟
二
光
沢
有
リ
テ
其
量
重
キ
者
ヲ
良
ト
ス
其
様
一
ナ
ラ
ス
今
二
三
種
ヲ
示
ス
左
ノ
如
シ
ま
た
が
み
す
い
復
髪
ハ
左
右
ヲ
相
分
レ
テ
垂
下
ス
ル
者
ヲ
調
う
片
髪
ハ
左
或
ハ
右
ノ
方
二
垂
下
ス
ル
者
右
一
一
様
ノ
者
ヲ
俗
二
霞
（
小
松
原
）
其
根
ヨ
リ
斐
断
（
刈
り
と
る
）
セ
シ
者
ヲ
請
う
左
右
ヨ
リ
削
薄
シ
テ
之
レ
ヲ
直
立
セ
シ
ム
ル
者
ヲ
云
イ
二ハ
優
美
一
一
シ
テ
甚
タ
宜
シ
キ
者
ナ
リ
そ
の
か
た
ち
此
部
ハ
左
右
ノ
開
キ
大
ナ
ル
コ
ノ
可
ト
ス
ベ
キ
モ
肥
大
ナ
ル
可
カ
ラ
ス
其
形
俗
帝蝋１
徳
川
氏
中
頃
以
後
最
モ
行
ハ
ル
、
者
ナ
リ
崎蝿
186（49） 
せ
み
て
セ
コ
シ
ヲ
は
う
げ
８
む
ね
ま
え
さ
い
γ
バ
ラ
む
ね
ば
ら
体ヲ分シ左ｊ／如シ摺押、背、腰、尾、縫際、会陰、胸前、腋間縞裡、肋、胸、腹、生殖機関、
ヌ
イ
〆
署
甲
ハ
｜
肩
ノ
上
二
於
テ
頸
ト
背
ト
ノ
間
一
一
位
シ
九
個
及
至
十
個
ノ
脊
椎
骨
ノ
練
状
突
起
ヲ
基
礎
ト
ス
此
部
ハ
高
ク
且
シ
長
ク
皮
肉
ハ
緊
縮
清
潔
ニ
シ
テ
其
両
面
ノ
傾
斜
ハ
凡
ソ
四
十
五
度
位
ヲ
良
ト
ス
此
部
ハ
洋
馬
二
有
テ
ハ
高
ク
日
本
馬
一
一
有
テ
ハ
低
シ
よ・つ
い
わ
く
す
ぐ
く
い
ま
き
ふ
ひ
つ
る
く
ひ
そ
り
い
ひ
頸
ノ
容
（
す
が
た
）
ハ
類
頗
ル
多
シ
日
直
頸
曰
捲
頸
曰
鵠
頸
曰
反
頸
直
頸
ハ
縁
体
ヨ
リ
頭
二
至
り
｜
直
線
ナ
ル
ヲ
｜
云
う
此
類
ハ
頭
前
も
つ
ば
進
シ
テ
重
心
専
ラ
前
方
二
下
ル
故
競
馬
ノ
如
ク
神
速
ヲ
要
ス
ル
者
二
在
テ
ハ
最
モ
適
当
ナ
レ
共
外
見
善
ナ
ラ
ス
捲
頸
ハ
其
上
縁
ハ
凸
形
ニ
シ
テ
下
縁
ハ
凹
状
ナ
リ
此
頸
ハ
客
屈
曲
ス
ル
ニ
由
テ
最
モ
御
シ
易
ク
乗
用
一
一
ナ
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
其
美
形
ナ
ル
故一一貴族ノ馬上ノ像等画キ又彫刻スルニハ如此頸ヲ亘シトス又洋風ノ婦人乗馬ニハ最モ善シトス
亜
反
頸
ハ
上
縁
凹
ク
シ
テ
下
縁
凸
ナ
ル
者
ヲ
云
う
頬
ル
鹿
ノ
頸
二
類
シ
騎
状
外
見
共
二
善
ナ
ラ
ス
鵠
頸
ハ
其
下
部
ハ
梢
反
転
シ
テ
上
部
ハ
反
（不明）
テ
捲
曲
ス
ル
者
ナ
レ
ハ
其
外
観
太
□
美
好
ナ
ル
ヵ
故
二
体
面
ヲ
旨
ト
ス
ル
時
ニ
在
テ
ハ
最
モ
適
セ
リ
ト
ス
か
ら
だ
な
い
し
背
ハ
署
甲
卜
腰
卜
肋
ト
ノ
間
二
占
位
シ
八
個
乃
至
九
個
ノ
脊
椎
骨
卜
此
椎
骨
二
連
絡
セ
ル
肋
骨
ノ
上
端
ト
及
諸
筋
ト
ヲ
基
礎
ト
ス
背
ハ
水
平
ニ
シ
テ長短其度一一適シ広狭其宜ヲ得其傾斜モ中庸ナランヲ要ス背形一一七種アリ凹背、鞍背、鯉背、長背、短背、天背、複背、
よ
る
凹
背
ハ
後
方
ヨ
リ
前
方
へ
其
傾
斜
著
シ
キ
者
ニ
テ
実
用
及
外
観
共
二
宜
シ
カ
ラ
ス
か
ん
あ
士
か
、
鞍
背
ト
ハ
背
上
凹
陥
ニ
シ
テ
恰
モ
鞍
形
ノ
如
ク
ナ
リ
テ
重
荷
等
二
堪
へ
難
ク
シ
テ
宜
シ
カ
ラ
ス
鯉
背
ハ
背
形
凸
高
ニ
シ
テ
重
荷
一
一
堪
ユ
ル
故
二
駕
馬
駄
馬
ニ
ハ
適
セ
リ
ト
イ
エ
ド
モ
騎
乗
一
一
ハ
宜
シ
カ
ラ
ス
下上下
端端縁
ノ、ノ、ノ、
肩頭喉
及トヨ
胸相リ
ト連起
相接リ
連ス
接ル胸
ス部ニ
ルヲ至
部云ル
ヲフ
云此
フ此部
背せ 体
此
部
ハ
広
潤
円
状
ニ
シ
テ
午
ヲ
以
テ
圧
ス
ル
ニ
此
部
ハ
薄
質
ナ
ル
ヲ
美
ト
ス
杭
力
有
ル
ヲ
善
ト
ス
如
此
ナ
レ
ハ
善
ク
鞍
形
二
適
合
ス
(５０）１８５ 
馬の彫刻家後藤貞行と解剖学
モ
タ
ら
か
ら
尾
ハ
躯
幹
ノ
末
後
二
位
シ
尾
椎
ヲ
基
礎
ト
シ
附
ハ
高
ク
シ
テ
手
ヲ
以
テ
払
擾
ク
ル
ニ
カ
有
Ⅱ
ノ
歩
行
ス
ル
ト
キ
ハ
其
瞥
ヲ
離
し
毛
質
ハ
柔
カ
ク
且
シ
細
ク
シ
テ
恰
モ
絹
糸
ノ
如
ク
ナ
ル
ヲ
良
ト
ス
又
尾
根
付
低
ク
馬
ノ
行
進
ス
ル
ト
キ
其
瞥
ヲ
離
し
難
キ
ヲ
尾
ノ
付
キ
悪
キ
馬
ト
云
よ
り
尾
ハ
画
彫
刻
共
二
注
意
ス
可
キ
所
ニ
シ
テ
喜
怒
共
二
尾
形
ノ
替
ル
ー
‐
‐
耳
卜
同
一
ナ
リ
又
歩
行
ノ
遅
速
風
ノ
強
強
二
依
種
々
二
変
化
ヲ
ナ
ス
故
二
其
（不明）
□
二
依
一
フ
形
状
ヲ
作
ル
可
シ
す
こ
し
腰
ハ
背
ト
尻
卜
脇
ト
ノ
間
二
位
シ
腰
椎
骨
ヲ
基
礎
ト
ス
又
尻
ト
ノ
連
接
親
密
一
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
此
間
二
蕊
モ
変
化
無
キ
ヲ
腰
ノ
附
キ
良
卜
云
ほ
う
し
す
な
わ
ち
検
査
ス
ル
ニ
腰
ノ
知
覚
二
注
意
ス
可
シ
此
法
ハ
栂
指
食
指
ト
ニ
テ
腰
部
『
プ
圧
シ
其
時
腰
部
少
シ
ク
屈
ス
ル
者
乃
チ
健
全
ナ
リ
お
短
背
ハ
背
部
ノ
発
育
不
足
ナ
ル
カ
或
よ
る
ナ
リ
宜
シ
技
術
家
其
長
短
二
注
意
有
タ
シ
尖
背
ハ
背
椎
骨
ノ
突
起
高
隆
一
一
シ
テ
複
背
ハ
背
梁
ノ
両
側
ニ
在
ル
背
筋
ノ
薬
こ
し
長
背
ハ
署
甲
ノ
発
育
不
忠
モ
軍
馬
駄
馬
一
六
用
上
難
シ
会陰ハ
肛
門
肛
門
ハ
腹凪うさ
い
縫
際
縫
際
ハ
会会
陰
ノ
中
央
二
位
シ
一
條
ノ
線
ヲ
云
か
い
い
ん
〈
室
陰
（
陰
部
と
肛
門
と
の
間
の
部
分
）
両
臂
ト
肛
門
卜
生
殖
機
関
ト
ノ
間
一
一
尾 腰腹
ノ
末
端
ニ
シ
テ
背
椎
骨
ノ
突
起
高
隆
一
一
シ
テ
背
頂
ノ
狭
窄
ナ
ル
者
ヲ
云
う
背
梁
ノ
両
側
ニ
在
ル
背
筋
ノ
発
育
広
大
一
一
シ
テ
背
頂
ノ
凹
陥
ナ
ル
者
ヲ
云
う
署
甲
ノ
発
育
不
足
ナ
ル
カ
或
ハ
背
部
ノ
発
育
失
度
ニ
由
り
過
大
二
背
ノ
長
キ
者
ヲ
云
う
此
背
ハ
常
用
馬
駕
馬
ニ
ハ
其
害
大
ナ
ラ
サ
ル
生
殖
機
関
ト
ノ
間
二
位
シ
其
容
小
一
一
シ
テ
恰
モ
栗
子
如
ク
ナ
ル
ヲ
良
ト
ス
一條ノ線ヲ云う
＋
 
或ハ雲甲ノ発達過度ナルーー由テ
億
と
ん
皮
膚
ハ
繊
密
ニ
シ
テ
殆
ト
毛
無
キ
カ
如
ク
ナ
ル
ヲ
善
ト
ス
背
ノ
短
キ
者
ヲ
云
此
背
ハ
騎
乗
一
一
ハ
用
上
難
キ
モ
駕
馬
駄
馬
一
一
ハ
適
当
ば
ん
ば
此背ハ筋力〃／強大ナル故挽馬二最モ宜シ
塵卿ヲ
184（５１） 
胸
前
ハ
両
騰
貨
車
馬
一
天
最
立
処
ナ
ル
ヲ
以
テ
能
ク
実
物ヲ参考一一ナスベシ
腓
岡
む
な
ま
え
胸
前り
ょ
う
ど
う
両騰（すね）卜肩先トノ中間二上〕位シ胸骨ノ前端ヲ基礎トス胸前ハ広潤ニシテ筋肉ノ発育十分ナルヲ美トス
不
明
最
モ
広
ク
競
馬
二
有
テ
ハ
広
潤
ナ
ラ
ス
騎
乗
馬
二
有
テ
ハ
其
中
間
ヲ
良
ト
ス
此
処
ノ
□
合
ヲ
充
分
二
注
意
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
シ育つ
脇
ハ
股
縢
腰
腹
ノ
間
二
占
位
ス
其
ハ上部一一於テ著シキ凹所ヲ現出ス
よ
る
腹
ハ
脇
肋
ノ
直
下
二
占
位
シ
テ
前
方
ハ
總
径
後
方
ハ
陰
器
卜
境
界
シ
腹
膜
腹
筋
ヲ
基
礎
ト
ス
腹
ハ
大
小
其
宜
シ
キ
ヲ
得
さ
く
捲
脇
ハ
脇
ノ
極
一
一
縮
窄
ナ
ル
者
ヲ
云
上
胸
ハ
署
甲
両
肋
緩
径
胸
前
等
相
集
テ
成
ル
者
ナ
リ
其
長
広
ニ
シ
テ
深
キ
ヲ
美
格
ト
ス
纏樫ハ
あ
ば
肋
肋△肩、胸
腋
間
ハ
右
左
ノ
前
肢
ノ
中
間
二
位
シ
其
広
潤
ナ
ル
ヲ
美
ト
ス
ひ
腋ハ体卜臂ト連接スル部分。／云う
腹： 脇 ｒ）ようけ←い
繩
裡腋ノ後方腹ノ前方一一占位ス
あ
ば
ら
わ
き
か
ん
腋
間 腋：
マ
マ
背、脇、腹ノ間二位シ肋骨基礎トス円肋平肋ノー一種アリ軸”繊蠅和辮一一》一鵡鰄辮劉認稽遜弾糯汁釦シキ者ナリ
其形円様一一シテ四
労
働
苦
役
二
堪
へ
難
ク
彫
刻
家
’
／
最
モ
善
ク
注
意
ス
ヘ
キ
処
ナ
リ
此
部
ハ
其
側
部
円
状
一
一
シ
テ
其
下
部
平
坦
ナ
ル
ヲ
可
シ
ト
ス
長
カ
ラ
サ
ル
ヲ
良
ト
ス
又
不
良
ノ
脇
一
一
二
種
ア
リ
凹
脇
、
捲
脇
凹
脇
駕
馬殿彫刻一一
吃
宅
忠
ピ
ハ
甚
目
(５２）１８３ 
馬の彫刻家後藤貞行と解剖学
いい 目､１ 
単
睾
ハ
ー
睾
腹
中
二
留
止
（
と
ど
ま
る
）
せ
ん
と
く
潜
睾
ハ
両
睾
共
二
腹
内
二
潜
匿
シ
テ
必
口や
馬ノ睾丸ヲ切除スル者ヲ騨馬ト称シ
除
法
行
ハ
ト
サ
リ
シ
カ
明
治
十
五
六
年
頃
ョ
４
は
虹
は
麓
ヲ
組
§
、
甚
宜
シ
キ
１
ア
リ よるし
大
｝
Ｌ｜・つつ・つ
睾
丸
ハ
容
積
其
宜
ヲ
得
垂
下
其
度
二
適
シ
之
レ
ヲ
圧
ス
ル
ニ
緊
縮
ニ
シ
テ
痙
痛
（
う
ず
く
痛
み
）
ヲ
感
セ
ス
其
左
い
ん
の
う
筆ヨリモ容大二垂下シ其陰嚢ハ柔軟光沢アリテ鱗状ノ物形生セサルヲ良トス其失格二一一種アリ曰単畢
曰
潜
畢
一一現出スルヲ良トス
牝
馬
生
殖
機
関
且シ脇、肋卜相合シテ半円状ヲ現サンヲ要ス
め
う
し
腹
ノ
失
格
二
一
一
種
有
り
曰
惇
腹
曰
兎
腹
ぬ
う
し
は
う
惇腹ハ腹容巨大ニシテ垂下セル者ヲ云う此腹ハ滋養ノ成分二乏シキ食物ヲ暴食スル馬二多シ
テ運動少ナキョリ起ル１多シ又善良ノ食物ヲ与へ適宜ノ運動為サシムレハ治スル１割得へシ
は
芯
は
だ
よ
る
兎
腹
ト
ハ
腹
容
ノ
縮
窄
ス
ル
者
ヲ
云
此
上
ノ
者
ハ
外
見
甚
宜
シ
カ
ラ
ス
陰
茎
ハ
大
小
其
度
二
適
シ
清
潔
ニ
シ
テ
平
居
（
ふ
だ
ん
）
ノ
時
ハ
陰
筒
ノ
ロ
先
二
梢
現
し
放
尿
ノ
際
ハ
ナ
ｂ
パ
リ
現出スルヲ良トス又平常陰筒ノ外二現ハル、者アリ之レヲ垂茎卜名ツク。シテ外見醜状ヲ極ム
牡
馬
ノ
生
殖
機
関
ハ
睾
丸
、
陰
茎
、
陰
筒
兎
腹
ト
ハ
腹
容
生
殖
機
関
い
ん
け
い
陰
茎 睾丸
り
ゆ
う
し
一睾腹中二留止（とどまる）シテ陰嚢二下ラサル者ヲ云ゥ
せ
ん
と
く
川睾共二腹内二潜匿シテ陰嚢内二至ラサル者ヲ云う
口や
い・え
う切除スル者。／騨馬ト称シ使用二最モ便ナル者卜錐トモ
す
て
リ
シ
ヵ
明
治
十
五
六
年
頃
ヨ
リ
盛
ン
二
行
ワ
レ
已
二
陸
軍
ノ
軍
馬
局
中
産殖ノ用一一成り難シ我国ニテハ明治前ニハ切
あ
ま
り
彫
馬
隊
一
一
テ
鹿
児
島
馬
四
十
余
頭
ヲ
切
除
シ
隊
伍
尤
モ
粗
食
ニ
シ
其
一
部
筒
外
182（５３） 
蠕
ノ
方
向
ハ
胸
腔
狭
窄
シう
で
臂
ル
諸
筋
ト
ヲ
其
基
礎
ト
ス
』つで
臂ハ嬬ノ直下膝ノ直上二位シ僥骨卜尺骨ト此一一骨二附着スル腕前骨及上趾骨ト伸筋及上屈筋トヲ基礎トス其方向ハ垂直ニシ
テ
競
馬
一
一
ハ
其
最
モ
長
ク
軍
馬
ニ
ハ
其
長
短
適
度
ナ
ル
ヲ
美
シ
ト
ス
故
一
一
絵
画
彫
刻
共
二
其
種
類
二
依
テ
長
短
二
注
意
ス
ヘ
シ
ス
駕
馬
一
天ウデ鵬
夜目ハ
ヲ常トス
牝
馬
ノ
陰
部
ハ
常
二
閉
合
シ
ァ
ル
ヲ
良
ト
ス
肩
ハ
胸
腔
ノ
両
側
二
占
位
シ
前
方
ハ
頸
ト
連
リ
後
方
ハ
肋
卜
接
シ
肩
岬
骨
ト
是
レ
ヲ
躯
幹
二
結
定
ス
ル
諸
筋
ト
此
ヨ
リ
発
シ
テ
脾
骨
二
作
用
ス
肩脾ハ絵画及上彫刻ノ種類二依テ異ナル１ヲ注意スヘシ競馬ニハ最モ長ク斜メナル者ヲ要シ軍馬ニハ其長斜メ中庸ナル者ヲ要
騰
△
肩
ト
臂
ト
ノ
間
二
位
シ
脾
骨
ト
此
骨
二
附
着
ス
ル
筋
ト
ヲ
基
礎
ト
ス
蠕
ノ
方
向
ハ
完
全
ノ
美
格
ノ
馬
ヲ
仮
リ
ー
一
頭
ヨ
リ
尾
二
縦
断
シ
タ
ル
其
垂
直
面
卜
平
行
ヲ
ナ
ス
可
シ
若
内
方
二
偏
セ
ハ
肘
胸
腔
二
接
迫
シ
テ
腔
狭
窄
シ
肢
ハ
外
歩
ト
ナ
リ
之
レ
ー
ー
反
シ
テ
若
シ
外
方
二
偏
セ
ハ
胸
ハ
梢
広
潤
ト
成
ル
ト
錐
ト
モ
肢
ハ
内
歩
卜
為
ル
可
シ
ま
え
あ
し
四
肢
ヲ
分
ツ
テ
ニ
ト
為
ス
曰
前
肢
ヒ
ッ
ジ
ゲ
ソ
メ
曰
羊
毛
曰
蹄
競馬一天よめ夜眼 肩鷲
四
肢肘：
あ
だ
か
せ
み
翻
臂
ノ
内
面
ニ
在
ル
不
規
正
ナ
ル
爪
角
質
ノ
一
物
ニ
シ
テ
其
状
恰
モ
蝉
ノ
如
シ
又
良
種
ノ
馬
ニ
ハ
小
ニ
シ
テ
庸
馬
二
大
ナ
ル
其
甚
夕
長
斜
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
善
ト
ス
あ
ふ
み
あ
た
り
（承鐙）
'-, 
---Ｅ 
腕：
追一／で
（附蝉）
あ
と
あ
し
曰
後
肢卜そ
カ
タ
前
肢
ヲ
分
シ
コ
ト
左
〃
／
如
シ
曰
肩
ウ
テ
ニ
ー
ノ
ウ
デ
と
デ
ー
］
］
朧
曰
臂
曰
肘
Ｌ』苧，
曰
膝
ク
タ
曰管
ス
ヂ
日腱
ツ
ナ
ギ
カ
ム
リ
曰
繋
曰
冠
ザ
凡
三
分
の
(５４）１８１ 
馬の彫刻家後藤貞行と解剖学
短キヲ要ス
管
ハ
膝
ノ
直
下
球
ノ
直
上
二
位
シ
美
好
ナ
ル
馬
ニ
ハ
長
キ
ヲ
以
チ
ス
け
ん
け
い
え
が
球ハ管卜繋トノ間二在り管骨卜第一趾骨卜大種子骨卜相合スル関節ヲ基礎トナス其形球ノ如ク成り卜雌モ画クトキ又彫刻スル
トキーー必ス球ノ如キ物在リト心得ルトキハ〃〃ハ〉β如此ナリ易キ故Ⅱ〃〃（］先シ上ヨリ斜線ヲ引キ蹄ノ形チ出来テ后朱線ノ如
の
ち
え
が
ま
た
は
な
は
だ
ク画ケハ球状部ノ美形ヲ得ラレン馬体ノ内此部不備ナレハ何種ノ使用ニモ不レ用ラス又外見甚善カラス
有
り
又
其
形
チ
ハ
長
広
一
一
シ
テ
内
外
左
右
二
偏
曲
セ
ス
肘ハ臂ノ上後部二位シ肢ノ休止スルトキハ常二隠レテ其運動スルトキーー明カニ顕出ス其基骨ヲ名ツケテ
不
明
ハ身幹ヲ頭頸ヨリ尻尾二縦断シタル垂直面ト平行ナルベシ前肢ノ□直整正ニシーナ其運動自在ナリ
ホ
ヒ
ケ
よ
う
せ
ん
羊
雷
ハ
球
ノ
後
下
方
ニ
在
ル
長
剛
ノ
毛
ヲ
云
う
良
種
ノ
馬
ニ
ハ
且シ稠密ナルヲ例トス又日本馬一一ハ長ク多キヲ常トスレ共
腱
ハ
管
ノ
後
方
二
位
シ
上
ハ
膝
ヨ
リ
起
り
下
ハ
球
二
終
ル
此
部
ハ
発
育
完
全
ニ
シ
テ
大
二
管
卜
分
離
シ
其
皮
膚
織
密
一
一
シ
テ
且
シ
毛
ノ
は
ん
こ
ん
其
前
面
平
滑
清
潔
ニ
シ
テ
毫
モ
搬
痕
（
傷
あ
と
）
疵
傷
無
ク
発
育
広
大
ナ
ル
ヲ
善
ト
ス
ひ
ら
き
ひ
ざ
曰開膝曰低膝曰冠膝Ⅱ伽ⅡＭ〃〃鵬Ⅲ川間川ⅡⅢ雌Ⅱ。Ⅱ隅隅一
膝ハ臂ト管及上腱トノ間一一占位シ腕骨擁骨トノ下端卜腕前骨ノ上端トヲ基礎トス其基礎ダル諸小骨ノ為二反動ヲ和ラクルノ効
セ
ン
羊
篭 球 夫）ゆう 腱
か
ん
に
の
う
で
管
（二腕）
脛
ひ
ざ
か
か
み
ぷ
し
膝
（鏡節）
を
い
と
り
げ
追
取
毛
腕
前
骨
ヲ
基
礎
ト
ス
其
方
向
ハ
垂
直
ナ
ル
可
シ
又
歩
度
ノ
神
速
ヲ
要
ス
ル
馬
ニ
ハ
短
キ
ヲ
以
テ
ン
歩
度
ノ
短
ク
シ
テ
乗用一天
少ナク常種ノ馬ニハ短クシテ
か
り
こ
み
た
だ
苅込一プロ〈少シ残シ有ルヲ良トス
お
お
よ
う
Ｌ
ひ
ざ
膝
ｊ
／
種
類
凡
ソ
七
個
有
川
ソ
日
曲
膝
曰
凹
膝
曰
牛
膝
沙
止
＆
葱
少
ナ
ク
常
種
ノ
馬
一
天
長
ク
お
う
し
う
な
じ
い
う
鷲
噌
項
ト
ー
謂
其
方
向
180（５５） 
直
ト
ナ
ル
位
ノ
者
ヲ
美
ト
ス
又
前
傾
斜
ノ
長
サ
凡
二
則
子
胡
桃
形
又
蹄
裏
ノ
形
チ
前
蹄
ハ
又
其
色
黒
キ
ヲ
要
ス
向
む
ず
か
し
く
し
リ
出
ス
１
難
カ
ル
可
彫
刻
ま
た
お
又
ノ
種
類
数
多
ア
リ
十
俗一一□トー一つめ蹄 ツナ
キ
ぱ〃、や
繋
ハ
球
ト
冠
ト
ノ
間
二
位
シ
第
一
指
骨
ヲ
基
礎
ト
ス
牧
野
（
ま
き
ば
）
及
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SculptorSadayukiGotoandthe 
AnatoｍｙｏｆＨｏｒｓｅｓ 
ＡcchileSanGiovannivisitedJapanon2ndFebruaryl880asanart 
teacher，beinginvitedatK6buBijutsuGakko，agovernmentartschool 
foundedinNovemberl876andabolishedinJanuaryl883Hemuchvalued 
anatomyasmuchasVincenzoRagusa(1841～1927),engagingtheservicesof 
anatomist，Ky6heiTamakoshiatTokyouniversity，LecturerTamakoshi 
startedteachiｎｇａｎａｔｏｍｙｔｗｏｔｉｍｅｓａｗｅｅｋｆｏｒｔｈｅａｒtstudentsatK6bu 
BijutsuGakkofroｍＪａｎｕａｒｙｉｎｔｈｅｌ４ｔｈｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉｅｒａ（Lel881)， 
occasionallydissectingmonkeysandvisitingtheschoolofmedicine，Tokyo 
university，withstudentsforthestudyofanatoｍｙ・Thiswasaformal
beginningofteachinganatomytoartstudentsinJapan． 
TokyoBijutsuGakko(laterTokyoNationalUniversityofFineArtsand 
Music）wasfoundedinFebruaryl889・KakuzoOkakura，thepresidentof
theschool，ｔｏｏｋａｓｅｒｉｏｕｓｖｉｅｗｏｆａｒｔａｎａｔｏｍｙｂｅforetheopeningofthe 
schooLThougｈｔｈｅａｔｍｏｓｐｈｅｒｅｏｆｃｏｎｔｅｍｐｔｏｆａｒｔａnatomyprevailed 
amongtheteachingstaff,K6unTakamura（1852～1934)，afamoussculptor 
atthattime,spokeinsupportofthesubject・ItwasTakamurawhohighly
recommendedSadayukiGoto（1849～1903)，anexpertonhorses，ｆｏｒｔｈｅ 
ｔｅａｃｈｅｒｏｆａｎａｔｏｍｙｔｏｔｈｅＰｒｅsidentOkakura． 
GototaughttheanatomyofhorsesandhumananatomyatTokyo 
BijutsuGakｋｏｉｎｔｈｅ２３ｒｄｙｅａｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉｅｒａ(Ｌｅ・'889)ａｎｄｉｎｔｈｅ２８ｔｈ
ｙｅａｒｏｆｔｈｅｓａｍｅｅｒａ（i､01895）foronlyabouttwoyearsatirregular 
intervalsThemaintopicofthisessayistoclarifythereferencebooks 
usedbyGotowhengivinglecturestoartstudents、
１７６（59） 
SadayukiGotowasbornon23rdDecemｂｅｒｉｎｔｈｅｙｅａｒｏｆＫａｅｉ(Ｌｅ､1849） 
ａｓａｓｅｃｏｎｄｓｏｎｏｆＭａｔａｉｃｈｉＧｏｔｏｏｆｗａkayamaclanHisfatherwas 
engagedaｓａｌｉａｉｓｏｎｏｆｔｈｅｃｌａｎｌｎｈｉｓｙｏｕｔｈＳａdayukiwastrainedtobe 
awarrior，beingtaughtmilitaryartsandlearning・ＩｎＡｕｇｕｓｔｏｆｔｈｅ
ｓｅｃｏｎｄｙｅａｒｏｆＫｅｉｏ(Ｌｅ､1866),ｈｅｗａｓｏｒｄｅｒｅｄｔｏｃｏｍｅｕｐｔｏＥｄｏ(nowadays 
Tokyo)ｔｏｂｅｔｒａｉｎｅｄａｓａｃａｖａｌｒｙｍａｎａｔｔｈｅＫiheijo(Lestationforcavalry 
soldiers)．Whilethereheseemedtohaveattendedtheclassonhorse 
anatomydeliveredbyAugustMarieL6onDescharmes(1834～1916),aFrench 
lieutenantofhorses． 
SincetheFrenchofficerdrewuntrainedpictures，Gotostartedtopaintoil 
paintingsinfluencedbyhim・AftertheMeijiRestorationGotowasappointed
noncommissionedofficerofthecavalry・Ｗｈｉｌｅｈｅｗａｓｏｎｄｕｔｙｉｎｃｈａｒｇｅｏｆ
ｔｈｅｓtables，hesometimesdrewpicturesofhorseswheneverhewasfree． 
ＩｎＭａｒｃｈｏｆｔｈｅ９ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉｅｒａ(Lel876),Gotowasorderedto 
teachdrawingatＴｏｙａｍａＧａｋｋｏｏｆｔｈｅａｒｍｙａｎｄｗａｓｏｎｄｕｔｙｔｉｌｌＭａｒｃｈ 
ｏｆｔｈｅｌ３ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅｓaｍｅｅｒａ（ｉｅ､1880）Whiletherehewastaught 
anatomyofhorsesbyAtsuyoshiOzawa，ahorsedoctor、Gotowasengaged
notonlyindrawinghorsesbutinstudyingexternalfeaturesofthem・
AftertheSatsumaRebellionhewasabsorbedincarvinghorses，givingup 
studyingforpromotion． 
１ｔＪｕｌｙｉｎｔｈｅｌ７ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉｅｒａ(ｉｅ､1884),Ｇｏｔｏｌｅｆｔｔｈｅｓｅｒｖｉｃｅ 
ｏｆｔｈｅａｒｍｙａｎｄｉｎｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇｙｅａｒｈｅｗｏｒｋｅｄｆｏｒｔheNOsh6musho(i､ｅ、
DepartmentofCommerceandAgriculture),procuringhorsesforthearmy． 
Ｏｎｔｈｅ２３ｒｄｏｆＡｐｒｉｌｏｆｔｈｅ２２ｎｄｙｅａｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉｅｒａ(i・el889)，Goto
washiredatTokyoBijutsuGakkｏｗｉｔｈｓｓａｌａｒｙｏｆ２５ｙｅｎｐｅｒｍｏｎｔｈ・He
firsttaughthorseanatomyandthenhumananatomytothestudents・Goto
wrotetwobooksinmanuscriptwhicharepreservednowatTokyo 
KokuritsuBunkazaiKenkyujo（i・eTokyoNationalResearchInstitutｅｏｆ
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CulturalProperties）ａｔＵｅｎｏ，Tokyo． 
Oneiscalled``Batai，，（i､e・bodyofhorse)，ａｎｄｔｈｅｏｔｈｅｒｉｓ``JintaiKaibo',
(i・ehumananatomy）Thesetwobookswerepresumablybasedonhis
lectures・ＩｔｉｓｐｒｅｓｕｍｅｄｔｈａｔＧｏｔｏｈａｄａｔｈｏｒｏｕghknowledgeofhorses
throughhissharpeyeforthemsincehewasyoung・Butneitherthe
observingeyesorthepowerofobservationisgoodenoughtogivelectures 
onhorseanatomy． 
Whatismostimportantisaknowledgeofhorsesbasedondeeplearning、
AlthoughGotoseemedtobewellversedinhorses，hemusthavelackedan 
academicknowｌｅｄｇｅｏｆｔｈｅｍｌｎｏｒｄｅｒｔｏｍａｋｅｕｐｆｏｒｈisexpertknowledge， 
ｈｅｒｅsortedtousmgsometechnicalbooks・Ｏｎｅｏｆｔｈｅｂｏｏｋｓｈｅｃｏｎｓｕｌｔｅｄ
ｗａｓ“BCzgaﾉbuSetsUyα/eu，,（『馬学説約｣）byHeizoOkura，ateacherand
cavalryofficeratMilitaryAcademyinTokyo． 
Lateronwhengivinglecturesonhumananatomy，Gotousedthe 
translationof``Ktzi6oTdbjyo”（『解剖摘要｣)，adigestofanatomy，byNeele
andSmithataPensilvanianｓｃｈｏｏｌｉｎｔｈｅＵ､SThistranslationwas 
publishedinｔｈｅ９ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉｅｒａ（Lel876）atKeikendo，Tokyo・
Also,hedependedon``助ＵｔｓｍＱｙ６Ｋｍ６ｏｇａｈｕ，'（『美術応用解剖学』),anatomy
appliedfortheart，writtenbyShigeichiroTaguchipublishediｎｔｈｅ２５ｔｈ 
ｙｅａｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉｅｒａ（i､el892)． 
ＷｈｅｎＧｏｔｏｗａｓａｓｋｅｄｔｏｔｅａｃｈａｒｔａｎａｔomyatTokyoBijutsuGakko,ｈｅ 
ｗａｓｎｅｉｔｈｅｒａｂｌｅｔｏｃｏｎｓｕｌｔｗｉｔｈＷesterntechnicalbooksnorhadhe 
soｍｅｏｎｅｔｏｈｅｌｐｈｉｍｐｒｅｐａｒｅｆｏｒｈｉｓｌｅｓsonsHehadtopreparefor 
everythinｇｂｙｈｉｍｓｅｌｆＨｅｗａｓａｄｅｖｏｔｅｄｓｃｈｏｌａｒofhorses． 
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